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自動車リサイクル
システム
ホームページ

資金管理システム

預託申請・預託確認
引取業者（預託申請・預託確認）用
事業所コードを使用します。

電子マニフェストシステム

引取報告
引取業者（移動報告）用事業所
コードを使用します。

自動車リサイクルシステムに関する基本事項第1章

引取業者の方は自動車リサイクルシステムを利用し、
様々な実務を行っていただきます。自動車リサイクル

（１）資金管理システムについて

１.  自動車リサイクルシステムの概要

システムは資金管理システムと電子マニフェストシス
テムから構成されます。

〈使用済自動車引取時〉

自動車リサイクル
システム
ホームページ

※引取業者（預託申請・預託確認）用
事業所コードを使用します

電子マニフェストシステム

引渡報告
引取業者（移動報告）用事業所
コードを使用します。

〈使用済自動車引渡時〉

1

資金管理システムは、引取業者がリサイクル料金の預
託確認・預託申請を行う際にご利用いただく
システムです。

電子マニフェストシステムは引取業者が使用済
自動車の移動報告を行う際にご利用いただく
システムです。

引取業者が使用済自動車の引取報告を行う時は、
まず資金管理システムで預託確認を行った後、
続けて電子マニフェストシステムに移行して
引取報告を行います。この場合、資金管理システム経
由でないと電子マニフェストシステムに接続
できません。

引取業者が使用済自動車の引渡報告を行う時は、
電子マニフェストシステムのみ利用します。この
場合、直接電子マニフェストシステムに接続して
移動報告を行います。

（２）電子マニフェストシステムについて

（３）資金管理システムと電子マニフェストシステムの関係について

※使用済自動車を引き取る時は、まず資金管理システムにログインし、預託確認を行った
後に、続けて電子マニフェストシステムにログインし、引取報告を行います。
資金管理システムでの預託確認を行わずに、直接電子マニフェストシステムにログ
インし、引取報告を行うことはできません。

第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（６）事業所コード／パスワードについて

（４）自動車リサイクルシステムの受付時間

ハードウェア
ハードディスク容量 空き容量1.0GB以上を推奨

メモリー 128MB以上を推奨

ソフトウェア

OS マイクロソフト社ウィンドウズ98以上
（2000以上を推奨）

インターネット閲覧ソフト
（ブラウザ）

マイクロソフト社
インターネットエクスプローラ5.01以上
（5.5以上を推奨）

文書閲覧ソフト アドビ社アクロバットリーダー4.0以上または
アドビリーダー

レーザー
プリンターの場合

解像度 300dpi以上

用紙 A4サイズが印刷できること

印刷範囲（マージン） 用紙の縁から6.35mmまで印刷可能なこと

インクジェット
プリンターの場合

解像度 600dpi以上

用紙 A4サイズが印刷できること

印刷範囲（マージン） 用紙の縁から6.35mmまで印刷可能なこと

インクジェットプリンターもしくはレーザープリンターを推奨します。
（カラープリンターは不要）

※土日・祝日も稼働します。ただし、システムメンテ
ナンス等のための特定日を除く。

• 資金管理システム：引取業者（預託申請・預託
確認）用事業所コード／パスワード

• 電子マニフェストシステム：引取業者（移動報告）
用事業所コード／パスワード

※「システム登録完了通知書」に記入されたパスワード
は「初期パスワード」です。「初期パスワード」は
変更が可能です。

1.  自動車リサイクルシステムの概要

パスワードの変更（186ページをご覧ください）
2

自動車リサイクルシステム（資金管理システム／ 電子
マニフェストシステム）の受付時間は、7:00～
21:00 です。

自動車リサイクルシステムをご利用いただくためには、
インターネットに接続可能なパソコンが必要になり
ます。

また、引取業者は引取証明書等を印刷するための
プリンターが必要になります。

資金管理システム、電子マニフェストシステムで操作
を行うためには、まず、自動車リサイクルシステムに
事業者登録し、登録後に送付される「システム登録
完了通知書」に記入された事業所コードと、パスワー
ドを入力する必要があります。

【パソコンの利用条件】

【プリンターの利用条件】

（５）機器および環境設定

第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

【資金管理システム・電子マニフェストシステムを利用する際の流れ】

※使用済自動車を引き取る時は、まず資金管理システムにログインし、預託確認を行った後に、続けて電子マニフェス
トシステムにログインし、引取報告を行います。資金管理システムでの預託確認を行わずに、直接電子マニフェスト
システムにログインし、引取報告を行うことはできません。

1.  自動車リサイクルシステムの概要

3 第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（７）電子マニフェスト（移動報告）制度導入の目的／機能

① 使用済自動車の適正な引取り／引渡しの
確保（不法投棄の防止等）

1.  自動車リサイクルシステムの概要

4

電子マニフェスト制度により、情報管理センターに
おいては個々の使用済自動車等の引取り・引渡しを
行った事業者が把握可能となります。一定期間内に
引取り・引渡しの報告がなされない場合には、
登録・許可権者である自治体へその旨の情報提供
（遅延報告）が行われます。

フロン類・エアバッグ類の回収等について、情報
管理センターへの移動報告が自動車メーカー等からの
回収料金等支払いの根拠となります。

自動車重量税の還付制度や永久抹消登録等制度に
おいては、個々の移動報告がなされ、解体の事実が確
認できることが手続の条件となります。

【留意事項】
使用済自動車等から発生する廃油・廃液等を産業
廃棄物として処理する場合には、電子マニフェストによる
移動報告だけではなく、産業廃棄物マニフェストが必要にな
ります。

③ 関連制度への情報提供

② リサイクル料金等の支払いの根拠

第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

確認通知
までの期間※

遅延報告
までの期間

引取業者 30日

左記＋10日
フロン類回収業者
（使用済自動車のみ） 20日

解体業者 120日

破砕業者 30日
※引渡報告日から起算して計算（土日・祝日等を含む）
※フロン類およびエアバッグ類の引渡しに関しては15日

確認通知
までの期間※

遅延報告
までの期間

引取業者

5日 左記＋３日
フロン類回収業者

解体業者

破砕業者

＜引取報告実施後に、引渡報告を行わなかった場合＞ ＜引渡報告実施後に、引取報告が行われなかった場合＞

※都道府県知事または保健所設置市長

※引取報告日から起算して計算（土日・祝日等を含む）

1.  自動車リサイクルシステムの概要

詳細は110ページをご覧ください

5

各事業者からの「引取報告」「引渡報告」が一定
期間行われなかった場合、以下のとおり確認通知や

遅延報告が情報管理センターから行われます。

例えば、Ａ社が引取報告実施後に引渡報告を行わ
なかった場合や、Ａ社が次の事業者（引渡先Ｂ社）に
引渡報告を行ったにも係らず引渡先Ｂ社が引取
報告を行わなかった場合など、いずれの場合も、
引渡・引取報告が行われていない旨を情報管理
センターはA社に通知します。

①の「確認通知」後に、さらに一定期間経っても
報告がない場合、情報管理センターはＡ社の
登録・許可権者である自治体※に対して、報告遅延の
旨とＡ社の事業者情報・車台番号等を自動的に
報告します。

自治体は上記の遅延報告をもとに、必要に応じ、
A社に対して適切な措置等を講ずるよう勧告・命令等
を行います。

※Ｂ社が引取報告を行わなかった場合は、まずＡ社は
自社の引渡し忘れ等がないかを確認してください。

① 確認通知 ② 遅延報告

③ 勧告・命令

（８）確認通知・遅延報告

第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

パソコン画面上でボタン、チェックボックス等を選択
する場合は、選択するボタン、チェックボックス等
までポインタを移動させた後にクリックします。
ボタン、チェックボックス等の具体例は以下のとおり
です。

２.  自動車リサイクルシステムの基本操作

（１）資金管理システム画面に表示されるボタン類等の具体例

特に注意していただきたい事項です。赤字の指示
に従って、必要な作業を行ってください。

画面中の赤字

1
2

4

5 6

7

8

9

2.  自動車リサイクルシステムの基本操作

6 第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

メニューに戻る

間違ったページを開いた場合等、「メニュー
選択」画面に戻る時に使用します。

1 画面番号

画面を特定するための番号です。
2

日時表示

年/月/日 時：分：秒を表示しています。
3 ログアウト

資金管理システム上での作業を終了する際は、
必ずこのボタンをクリックしてください。

4

画面印刷

表示されている画面を印刷する時に使用します。
5 ヘルプ

画面で行う作業手順等が分からない時に使用しま
す。クリックすると対処方法を説明する画面を
開きます。

6

ラジオボタン

選択すべき対象の をクリックします。
7 テキストボックス

入力したいテキストボックス（入力欄）を
クリックし、日本語、数字、英語等を正しく入力
します。

8

プルダウンリスト

「 ボタン」をクリックすると選択可能な対象
がリストで一覧表示されているので、その中から
選択すべき対象をクリックします。

9

テキストボックスに「外字」は入力できません。
株式会社、有限会社などを略字で入力する際には、すべて全角文字で入力してください。

・入力できない外字例 ： ㈱ ㈲
・テキストボックスへの入力例：（株）（有）

テキストボックス入力時の注意

2.  自動車リサイクルシステムの基本操作

7 第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

パソコン画面上でボタン、チェックボックス等を選択
する場合は、選択するボタン、チェックボックス等
までポインタを移動させた後にクリックします。
ボタン、チェックボックス等の具体例は以下のとおり
です。

特に注意していただきたい事項です。赤字の指示
に従って、必要な作業を行ってください。

画面中の赤字

2.  自動車リサイクルシステムの基本操作

8

（２）電子マニフェストシステム画面に表示されるボタン類等の具体例

第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1

3

4 5 6

7

8

9

10

2

1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

メニューに戻る

間違ったページを開いた場合等、「メニュー
選択」画面に戻る時に使用します。

1 画面番号

問い合わせ時に質問する画面の特定のために
ご利用ください。

2

日時表示

年/月/日 時：分：秒を表示しています。
3 ログアウト

電子マニフェストシステム上での作業を終了する
時にクリックします。

4

画面印刷

表示されている画面を印刷する時に使用します。
5 ヘルプ

画面で行う作業手順等が分からない時に使用
します。クリックすると対処方法を説明する
画面を開きます。

6

ラジオボタン

選択すべき対象の をクリックします。
7 テキストボックス

入力したいテキストボックス（入力欄）を
クリックし、日本語、数字、英語等を正しく入力
します。

8

プルダウンリスト

「 ボタン」をクリックすると選択可能な対象
がリストで一覧表示されているので、その中から
選択すべき対象をクリックします。

9 チェックボックス

選択すべき対象の をクリックします。複数の
対象を選択できます。

10

テキストボックスに「外字」は入力できません。
株式会社、有限会社などを略字で入力する際には、すべて全角文字で入力してください。

・入力できない外字例 ： ㈱ ㈲
・テキストボックスへの入力例：（株）（有）

テキストボックス入力時の注意

2.  自動車リサイクルシステムの基本操作

9 第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
a001d_02.pdf　　P18～P19　／   a002d_04.pdf　 P18～P19
第2章　引取業者の実務概要
引取業者の役割
引取業者の業務の流れ



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

入力支援機能とは、電子マニフェストシステムで
移動報告を行う画面にて、過去に入力した履歴を
利用する機能のことです。これにより同じ内容を
繰り返し入力していた手間が省けます。

1

2

個別入力 入力支援機能1 2

2.  自動車リサイクルシステムの基本操作

個別に入力することができます。 次画面に進むと
保存され、履歴として残ります。

個別に入力した情報を履歴として利用することが
出来ます。毎回、特定の内容を入力する場合は
こちらが便利です。

（３）入力支援機能について

10 第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

〈基本操作〉

1

2

3

過去の入力履歴から選択 対象を選択1 2

「選択やり直し」「履歴のクリア」3

2.  自動車リサイクルシステムの基本操作

ボタンを押すとプルダウンボックス内に
履歴が表示されます。（過去１０件分まで）
※初回は履歴が無いため、表示されません。

プルダウンボックス内の履歴から該当する情報を
選択します。

ボタンを押すと、一度選択して
表示された関連項目を消去することができます。

ボタンを押すと、ボックス内の
履歴情報が全て消去されます。

11 第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1

選択やり直し 履歴のクリア



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

３.  本書の使い方

ステップ1 ステップ2 ステップ3

1 2 3

作業の題名 現在開いているページに記載されている内容を表す題名です。1

3.  本書の使い方

12

本書ではパソコン画面上での作業の流れに沿って、手
順を紹介しています。

入力作業の工程の流れを
→ → と説明しています。

各ステップにおけるパソコン画面上での実際の操作
手順を → → と説明しています。

記載された手順どおりに操作することで、各ステップ
において行うべき操作が終了する仕組みになっていま
す。

その他、本書は一般的に以下のようなページ構成に
なっています。

〈本書のイメージ〉

1

2

3

4

5

6

7 8

工程、パソコン画面上で確認すべきポイントを説明しています。確認ポイント2

第 章 自動車リサイクルシステムに関する基本事項1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

画面 実際の画面を縮小して記載しています。

パソコン画面上での操作すべきポイントを説明しています。

操作説明 パソコン画面上での操作手順を説明しています。

アイコン

文字を入力する際の、決まりや便利な機能について説明しています。

ボタンをクリックした際に小さな確認画面が表示される場合があり、
これに関して説明しています。

補足説明

(半角で入力) (全角で入力) (半角00字で入力) (全角00字以内で入力)

現在開いているページで作業している際の注意事項やエラーについて
説明しています。

（注意事項）(わからない場合の対処法）(確認事項) (トラブルの場合の対処法 )

操作ポイント

全角00字まで半角00字
半角

1
全角

１

？

3

4

6

5

7

8

13

3.  本書の使い方

ダイアログの説明
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１.  引取業者の役割

第2章

役割1

役割3

役割2

役割4 役割5

引取業者の業務に関連するマニュアル

引取業者の実務概要

役割1・4

使用済自動車を引き取る際は、実車および自動車検査
証等の車台番号を確認し、フロン類（エアコン）、エ
アバッグ類の装備の有無を確認（装備確認）
のうえ、リサイクル料金が預託されているかの確認
（預託確認）を行う必要があります。

使用済自動車の引取りを求められた時は、ゴミの
混入等の正当な理由がある場合を除き、使用済
自動車を引き取る必要があります。

使用済自動車を引き取った時は、車台番号を確認
して、電子マニフェストシステムによりすみやかに情
報管理センターに引取報告を行う必要があります。

使用済自動車を引き取った時は、最終所有者に対し、
引取証明書を交付する必要があります。

使用済自動車を、都道府県知事または保健所設置市長
の登録・許可を受けたフロン類回収業者または解体業
者（フロン類がない場合）に引き渡す必要があります。

使用済自動車を引き渡した時は、電子マニフェストシ
ステムによりすみやかに情報管理センターに引渡報告
を行う必要があります。

使用済自動車が確実に解体され永久抹消登録等・
自動車重量税還付申請手続きが可能になった時点
（※）で、最終所有者にその旨の連絡を行う必要があ
ります。（申請手続きを従来どおり引取業者が代行す
ることも想定されます）

※原則として破砕業者の引取報告完了後に、情報管理
センターから電子マニフェストシステム上で引取業者へ
通知されます。※引渡しの時は、使用済自動車とリサイクル券等を

あわせて引き渡してください。

※リサイクル料金が未預託または不足の場合は使用済
自動車を引取りできませんので、その分の預託に必要な
実務を行ってください。

使用済自動車の引取りと引取報告
の実施

使用済自動車が確実に解体された
事実を確認し、最終所有者へ通知

使用済自動車の引渡しと引渡報告
の実施

装備・預託確認の実施

引取証明書の交付

以上の役割を果たさなかった場合、都道府県知事
等からの勧告・命令を受けたり、引取業者の登録
を取り消される場合があります。 ：架装物判別ガイドライン

第 章 引取業者の実務概要214



第４章 第５章第2章 第３章第1章第1章

物の流れ 情報の流れ～ の順序で実務を行います1 9

●引取業者の業務の流れ

１.  引取業者の役割

第 章 引取業者の実務概要215



資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法第3章

資金管理システム
ログイン

メニュー選択

メニューごとの操作
（リサイクル料金の照会など）

電子マニフェスト
システムログイン

メニューごとの操作
（預託確認・引取報告）

引取報告

資金管理システムログイン

メニュー選択

メニューごとの操作

１.  資金管理システムおよび使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの概要

第３章では、まず資金管理システムおよび使用済
自動車引取時の電子マニフェストシステムの
操作に共通な
と について説明し、
その後 をメニューの
順に追って説明します。

16

引取業者がリサイクル料金の紹介や預託申請をする
場合、あるいは使用済自動車の引取報告を行う場合、
最初に「資金管理システムログイン」を行い、操作
するメニューを選択します。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

17

２.  資金管理システムログイン（接続）

２.  資金管理システムログイン（接続）

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

２.１ 資金管理システムのログイン画面を開く
＜ステップ1～３＞

まず、自動車リサイクルシステムホームページ
(http://www.jars.gr.jp)を開き、次に以下の手順に
従って資金管理システムのログイン画面を開きます。

ステップ1

「事業者の方」をクリックします。1

〈JARSホームページ〉

ステップ2

以下の画面が表示されますので、 「01 引取業者」
をクリックします。

2

1

２

こちらからも
入れます

トップページには、常に皆様への重要なご
案内を掲載しておりますので、日頃からご
確認されますようお願いいたします。

http://www.jars.gr.jp/


第１章 第２章 第３章 第４章 第５章２.  資金管理システムログイン（接続）

18 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

ステップ3

以下の画面が表示されますので、 「資金管理シス
テム」をクリックします。

3

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

19

２.  資金管理システムログイン（接続）

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

こちらのページにも引取業者の皆様への重要なご
案内等を掲載しておりますので、日頃からご確認
されますようお願いいたします。



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ログイン画面が開いたら、 事業所コードと
パスワードを入力します。

入 力 後 、 ボ タ ン を ク リ ッ ク
すると、資金管理システムへのログインが完了し、
続いてメニュー画面が表示されます。

２.２ 資金管理システムログイン ＜ステップ1＞

自動車リサイクルシステムへの事業者登録が完了した
後に送付される「システム登録完了通知書」に記載
されている事業所コードとパスワードを入力し、資金
管理システムにログイン（接続）します。

ステップ1

1
2

3

パスワードを入力する場合、機密保持のため、入力
文字が「●●●」または「＊＊＊」で表示されます。

複数のパソコンで同時に、同じ事業所コードと
パスワードでログインすることが可能です。

複数のパソコンで同時に作業する場合

20

1 2

3

半角
1

※ここでは引取業者の預託申請・預託確認用事業所コード
（下２ケタが“09”のコード）とパスワードを入力
します。

２.  資金管理システムログイン（接続）

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

ログイン



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２.３ 引取業者用事業所コードとパスワードについて

変更方法については186ページをご覧ください

21

事業所コードおよび初期パスワードは、自動車リサイ
クルシステムに登録が完了した際に送付される「シス
テム登録完了通知書」にそれぞれ明記されています。
預託申請・預託確認に使う事業所コードと移動報告用
の事業所コードは異なりますので、正しく使い分けて
ください。

引取工程、フロン類回収工程、解体工程、破砕工程の
複数の工程を兼業する場合、各工程ごとに事業所
コードは異なります。システム登録完了通知書を受け
取ったら、機密保持のためにもパスワードの変更を
お勧めします。

【 システム登録完了通知書（預託申請・預託確認）】

２.  資金管理システムログイン（接続）

下２桁が“09”

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２.４ 資金管理システムのログアウト（接続終了）

資金管理システムの利用を終了する場合は、ログアウ
ト（接続終了）してください。

詳細については184ページをご覧ください

22

【 システム登録完了通知書（移動報告）】

２.  資金管理システムログイン（接続）

下２桁が“02”

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

資金管理システムにログインすると、引取業者が
実施する作業のメニューが表示されます。

３.  メニュー選択（資金管理システム）

（Ⅰ）メニュー選択画面

３.  メニュー選択（資金管理システム）

23

料金照会 引取車両検索1 2

自動車所有者からリサイクル料金の確認を求めら
れた時や、使用済自動車の引取りを求められた時、
中古車の下取・買取等の商談時にリサイクル料金
の照会を行うメニューです。

使用済自動車を特定し、リサイクル料金の預託確
認を行うメニューです。
リサイクル料金の預託が必要な場合は、預託申請
を行い、リサイクル料金の預託が必要ない場合は、
続けて引取報告を行います。
＜預託確認の結果＞
未預託の場合
預託済の場合

25ページ以降をご覧ください

34ページ以降をご覧ください

47ページ以降をご覧ください

1
2

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

24 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

３.  メニュー選択（資金管理システム）

引取車両情報一覧3

48ページ以降をご覧ください

支局名の登録5

73ページ以降をご覧ください

既に一度「１.２引取車両検索」にて使用済自動
車を特定し、その情報を保存していた車両につい
て作業を再開するためのメニューです。リサイク
ル料金が預託済であることが確認でき次第、続け
て引取報告を行います。

車両検索の画面の「登録番号/車両番号」の入力
時に使用する「よく使う支局名」の新規登録、
変更を行うメニューです。

引取車両検索一覧4

64ページ以降をご覧ください

3
4

5

「料金照会」メニューおよび「引取車両検索」
メニューで行う作業を、１画面で行うことが
できるメニュー です。



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

料金通知書
の印刷

車台番号と登録番号/車両番号を入力することにより、
リサイクル料金の金額や預託状況を確認することが
できます。

自動車所有者からリサイクル料金の確認を求められた
時や使用済自動車の引取りを求められている時、ある
いは中古車の下取・買取等の商談時などにリサイクル
料金の照会を行います。

リサイクル料金照会の画面操作の流れを右図に
示します。

26ページ以降で車両検索、料金照会結果について
詳細な操作方法を説明します。

４. 料金照会

資金管理システム
ログイン

メニューの選択

車両検索

1.1 料金照会

料金照会結果

未預託の場合
28ページ参照

預託済みの場合
30ページ参照

検索できなかった場合
33ページ参照

26ページ参照

車検証等を参照しながら、車台番号と登録番号／
車両番号を入力してリサイクル料金を照会
します。

25

４.  料金照会
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

４.１ 車両検索

メニュー選択画面（ 23 ページ）において、
1.1「料金照会」をクリックすると、料金照会を行う
車両を検索する画面が表示されます。

（Ⅰ）画面

４.  料金照会

26

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

ステップ2ステップ1

のいずれかを選択します。3 登録自動車 軽自動車

ステップ4ステップ3

登録番号／車両番号を入力します。
支局名を入力します。
よく使う支局名を５つまで事前に登録することができ
ます。登録した支局名を表示する場合は、プルダウン
から該当するものを選択します。それ以外の場合は、
全角文字で入力してください。

ボタンをクリックします。4 5 検索

未預託の場合は28・29ページ、
預託済の場合は30・31ページをご覧ください

１

4

5
6

2

6 単一情報検索

車両検索（車台番号のみの単一情報検索）へ

なお、登録番号／車両番号が存在しない場合に限り、
ボタンをクリックし、車台番号

のみで車両検索を行います。

分類番号と一連指定番号は半角数字で入力します。
かな文字は、全角で入力してください。

登録の方法は73ページをご覧ください

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

3

2

車台番号を入力します。通常の車台番号の場合は、
を選択し、下４桁を半角英数字

で入力します。
職権打刻番号の場合は、 を選択

し、全桁を入力します。漢字部分（支局等の符号）は、
プルダウン式となっているので該当するものを選択
します。

１
車台番号の下4桁

職権打刻の全桁



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

登録番号/車両番号が不明な場合は、車台番号のみで
リサイクル料金の照会が可能です。この場合、車台番
号の全桁を2度入力することが必要です。
最初に右記の注意事項が表示されますので、内容を
確認し、同意されましたら「同意します」ボタンを
クリックしてください。

４.２ 車両検索（車台番号のみの単一情報検索）

４.  料金照会

27

（Ⅰ）画面

2

ステップ2ステップ1

「車台番号の全桁」を入力します。 ボタンをクリックします。通常の車両検索
画面に戻る場合は、 ボタンをクリックします。

１
3

次へ
戻る

6

ステップ4ステップ3

車台番号を入力する画面が再度表示されますので、
もう一度 「車台番号の全桁」を入力します。

ボタンをクリックします。

ボタンをクリックすると、前の画面に戻り
ます。

4
5 検索

戻る
料金照会結果へ

• 車台番号は「－」（ハイフン）を含む全桁を
正しく入力してください。

• 職権打刻番号だけでの単一情報検索による
料金照会はできません。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

再入力

3

2

1

5

4

6

半角
1

半角
1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

４.３ 料金照会結果（未預託）

料金照会した車両がリサイクル料金未預託だった場合、
以下の画面が表示されます。

（Ⅰ）画面

ポイント

• リ サ イ ク ル 料 金 が 未 預 託 の 場 合 、
「預託状況」欄に「未預託」と表示され、
「標準装備料金」欄に預託が必要な金額が
表示されます。

• 上記のような未預託の自動車であっても
中古車として売買する場合であれば、
リサイクル料金の授受は不要です。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1＞

ステップ1

必要に応じて料金通知書を印刷して最終所有者、
あるいは中古車商談時のお客様等に渡してください。

ボタンをクリックすると料金通知書
として印刷するイメージデータ（PDFファイル）が
表示されます。

車両情報に誤りがありましたら、 ボタンを
クリックし前画面に戻り、あらためて車両検索を
行います。

1 料金通知書

2 戻る

料金通知書の印刷は32ページをご覧ください

４.  料金照会

28

2 1

「未預託」と
表示されます
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

４.４ 料金照会結果（未預託・後付け装備あり）

料金照会した車両がリサイクル料金未預託で、さらに
フロン類（エアコン）等が後付けで装備された可能性
がある場合は、以下の画面が表示されます。

（Ⅰ）画面

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1＞

ステップ1

必要に応じて料金通知書を印刷して最終所有者、
あるいは中古車商談時のお客様等に渡してください。

ボタンをクリックすると料金通知書
として印刷するイメージデータ（PDFファイル）
が表示されます。

車両情報に誤りがありましたら、 ボタンを
クリックし前画面に戻り、あらためて車両検索を行い
ます。

1 料金通知書

2 戻る

ポイント

• リサイクル料金が全て未預託であって、さら
にメーカー出荷後にエアコン等が後付けされ
た可能性がある車両は、「追加装備料金」欄
に後付け装備分のリサイクル料金が表示され
ます。（上記画面は、フロン類（エアコン）
の後付け装備の可能性があります）

• 「追加装備料金」欄に表示されている
リサイクル料金は、使用済自動車を引き取る
際に実際に後付け装備の存在が確認された
場合、最終所有者に標準装備料金と追加装備
料金を合わせた金額をお支払いいただきます。

• 上記のような未預託の自動車であっても中古
車として売買する場合であれば、リサイクル
料金の授受は不要です。

４.  料金照会

29

2 1

「未預託」と
表示されます

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

料金通知書の印刷は32ページをご覧ください
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料金照会した車両がリサイクル料金預託済だった場合、
以下の画面が表示されます。

４.５ 料金照会結果（預託済み）

（Ⅰ）画面

ポイント

• リ サ イ ク ル 料 金 預 託 済 み の 場 合 、
「預託状況」欄に「預託済」と表示され
「預託済金額」欄に預託済みの金額が表示
されます。

• 上記のような預託済の自動車を中古車として
売買する場合、車両価値金額に加えて預託
金額として表示されている金額の合計額の
授受が必要です。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1＞

ステップ1

必要に応じて料金通知書を印刷して最終所有者、
あるいは中古車商談時のお客様等に渡してください。

ボタンをクリックすると料金通知書
として印刷するイメージデータ（PDFファイル）が
表示されます。

車両情報に誤りがありましたら、 ボタンを
クリックし前画面に戻り、あらためて車両検索を
行います。

1 料金通知書

2 戻る

４.  料金照会

30

2 1

「預託済」と
表示されます

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

料金照会した車両がリサイクル料金預託済であるもの
の、フロン類（エアコン）等が後付けで装備された
可能性がある場合は、以下の画面が表示されます。

４.６ 料金照会結果（預託済み・後付け装備あり）

（Ⅰ）画面

ポイント

• リサイクル料金は「預託済」と表示されてい
ますが、メーカー出荷後にエアコン等が後付
けされた可能性がある場合、「追加装備
料金」欄に後付け装備分のリサイクル料金が
表示されます（上記画面は、フロン類（エア
コン）の後付け装備の可能性があります）。

• 「追加装備料金」欄に表示されているリサイ
クル料金は、使用済自動車を引き取る際に
実際に後付け装備の存在が確認された場合、
最終所有者にお支払いいただきます。その
場合、追加装備料金に加えて資金管理料も
お支払いいただきます。

• 上記のような、預託済であって後付け装備の
可能性がある自動車を中古車として売買する
場合、車両価値金額に加えて「預託済金額」
として表示されている金額の合計額の授受が
必要です。追加装備料金として表示されて
いる金額の授受は不要です。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1＞

ステップ1

必要に応じて料金通知書を印刷して最終所有者、
あるいは中古車商談時のお客様等に渡してください。

ボタンをクリックすると料金通知書
として印刷するイメージデータ（PDFファイル）
が表示されます。

車両情報に誤りがありましたら、 ボタンを
クリックし前画面に戻り、あらためて車両検索を
行います。

1 料金通知書

2 戻る

４.  料金照会

31

2 1

「預託済」と
表示されます
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

＜リサイクル料金通知書の印刷＞

料金通知書（PDFファイル）が表示されますので、
必要に応じて印刷します。

（Ⅰ）画面

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1＞

ステップ1

プリンターにA4サイズのコピー用紙をセットし、
ボタンをクリックします。

料金通知書を表示するには、アドビ社のAdobe
Readerが必要です。

1 印刷

1

４.  料金照会

32

Adobe Readerは、アドビ社のホームページ
(http://www.adobe.com/jp)よりダウンロード
(無料) してご利用ください。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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検索した車両のリサイクル料金情報がない旨を表示
します。

４.７ 料金照会結果（検索できなかった場合）

（Ⅰ）画面

【車両検索より】

【単ー情報検索より】

４.  料金照会

33

ここに表記されます

ここに表記されます

検索した車両の料金情報がない場合、お手数ですが

へご連絡願います。自動車リサイクルコンタクトセンター

TEL. 050-3786-7755
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お



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

使用済自動車として持ち込まれたものを預託確認から
引取報告まで行う場合

５.１ リサイクル料金未預託の場合

引取証明書
の発行

預託状況の表示
（未預託） 預託申請

預託申請の完了

引取車両の検索実車装備情報
の入力

預託状況の表示
（未預託）

メニューの選択

1.2 引取車両検索

預託状況の表示
（預託済み）

装備確認1

実車を見て、フロン類（エアコン）・
エアバッグ類の装備の有無を確認します。

預託確認2

• 車検証等を参照しながら、車台番号等
を入力して引き取る車両を検索します。

• で装備確認した装備状況を入力し、
預託状況を確認します。
1

3 預託申請

4 リサイクル料金の収納

リサイクル料金を金融機関口座引落を
利用して預託する旨を申請します。

リサイクル料金については、後日金融
機関口座から引き落とされます。

資金管理システム
ログイン

口座引落収納

次ページへ次ページへ

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

使用済自動車を引き取る際は、リサイクル料金が
未預託か預託済みかで実務の流れが大きく異なります。

34 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

42ページ
参照

36ページ
参照

43ページ
参照

41ページ
参照

42ページ
参照

45ページ
参照

44ページ
参照
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引取証明書
の発行

• 「引取証明書」は、「預託状況の表示」画面で印刷
してください。

• 「引取証明書」は、電子マニフェストシステムによる
「引取報告」を行った後に、所有者に渡してください。

電子マニフェスト
システムログイン

引取報告

引取報告の完了

引取報告5

フロン類の種別（フロン類装備ありの
場合）、最終所有者名を入力し、引取
報告を実施します。

引取証明書の交付6

〈リサイクル券がある場合〉
リサイクル券の［Ｂ券］に必要事項を記
入し、切り離して最終所有者に渡します。

〈リサイクル券がない場合〉
預託状況表示（預託済）の画面上で引取
証明書の様式を印刷する機能があります
ので、これを印刷のうえ必要事項を記入
し、最終所有者に渡します。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

「引取証明書」に関する留意点

35 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

56ページ参照

58ページ参照

62ページ参照
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（１）引取車両の検索

（Ⅰ）画面

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

36

車台番号の または
のどちらを入力するか選択

します。

「登録番号／車両番号」または
「リサイクル券番号」のいずれで検索するか選択

します。

を選択した場合、
車台番号の全桁または下４桁を入力します。

を選択した場合、
職権打刻番号の全桁を入力します。
漢字部分（支局等の符号）は、プルダウン式となって
いるので、該当するものを選択します。

ステップ3

３
4

ステップ1

職権打刻の全桁2

ステップ２

職権打刻の全桁2

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～５＞

1

2

3

4

5 6

半角
1

半角
1

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
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メニュー選択画面（23ページ）において1.2「引取車
両検索」をクリックすると、引取車両を検索する画面
が表示されます。

1 車台番号の全桁または下4桁 1 車台番号の全桁または下4桁
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を選択し た
場合

すべての項目入力後、 ボタンをクリック
します。
登録番号/車両番号およびリサイクル券番号が不明な
場合、 ボタンをクリックし、車台
番号のみで引取車両検索を行います。

• 車両区分 または を選択
します。

• 自動車検査証等やナンバープレートを確認し、登録
番号/車両番号を入力します。

• 「支局名」は「よく使う支局名」の「 ボタン」
をクリックしてリストから選択するか、直接支局名
を入力します。

• 「分類番号」、「かな」、及び「一連指定番号」を
入力します。

を選択した場合登録番号で検索する場合３

軽自動車登録自動車

全角
１

リサイクル券番号で検索する場合4

ステップ4 ステップ5

実車装備情報の入力へ

車台番号のみの単一情報検索は38ページをご覧ください

• リサイクル券番号の全桁を入力します。

5 検索

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

37

半角
1

3

4

5 6

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6 単一情報検索

半角
1

全角
１



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（２）引取車両の検索（車台番号のみの単一情報検索）

登録番号/車両番号およびリサイクル券番号の双方が
不明な車両は、車台番号または職権打刻番号のみで
引取車両の検索を行います。この場合、車台番号
または職権打刻番号の全桁を2度入力する必要が
あります。最初に右記の注意事項が表示されますので、
内容を確認し、同意されましたら「同意します」
ボタンをクリックしてください。

（Ⅰ）画面

【車台番号の場合】

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

38

再入力

１
2

3

4

5

6

【職権打刻番号の場合】

4

5

6

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～5＞

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

39

１

2

3

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

または
のいずれかを選択し、車台番号の全桁または職権打刻
を全桁入力します。

ボタンをクリックします。職権打刻の全桁2

ステップ1

1 車台番号の全桁

ステップ２

３ 次へ

半角
1



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ボタンをクリックします。

「車台番号の全桁」または 「職権打刻の全桁」
を再度入力します。

ステップ3

44 登録番号／車両番号およびリサイクル券番号が不明で
ある理由を、 「事由」欄から選択（記述）します。５

ステップ4

ステップ5

実車装備情報の入力へ

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

車台番号は「－」（ハイフン）を含む全桁を入力
します。

40

半角
1

【車台番号の場合】

4

5

6

【職権打刻番号の場合】

4

5

6

6 検索

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

預託状況の表示へ
未預託の場合はP41、預託済みの場合はP44参照

（３）実車装備情報の入力

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

2 確定

ステップ2ステップ1

フロン類（エアコン）とエアバッグ類装備の
有無を選択します。

ボタンをクリックします。1

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

41 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

実車で確認したフロン類（エアコン）とエアバッグ類
の有無を入力します。

• 必ず実車確認を行って入力してください。
• 自動車メーカー・輸入業者の標準装備情報で、
エアバッグ類「有」とされている車両に
ついて、エアバッグ類装備を「無」と選択
した場合は、念のため右のような警告
メッセージが表示されます。

確認ポイント

（Ⅰ）画面

1

2

車両情報が正しいことを
確認します

商用車の場合は、架装物
区分を確認します



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（４）預託状況の表示（未預託）

（Ⅰ）画面

検索した車両のリサイクル料金の預託状況（未預託）
が表示されます。

• 「３. 料金情報」欄で、リサイクル料金の預託
が必要な車両であるかまたは預託が不要で
あるかの確認と、預託が必要な場合の金額を
確認します。

確認ポイント

（Ⅱ）操作説明

預託必要金額を確認し、 ボタンを
クリックします。

1 預託申請画面へ ※ 一覧に追加

預託申請へ

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

42

• リサイクル料金が未預託または後付け装備等
で預託が必要な場合は引取報告ができません
ので、引取報告前に預託をしてください。

※

1

預託必要金額を確認します

※ ただちに預託申請を行わない場合は
ボタンをクリックして、検索した車両情報を保存します。
車両情報を保存した後、改めて作業を再開する場合は、
「５.３ 預託確認の途中で車両情報を保存した後、作業
を再開する場合」を参照してください。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

48ページをご覧ください



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（５）預託申請

（Ⅰ）画面

金融機関口座引落しによるリサイクル料金の預託申請
を行います。

確認ポイント

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

43

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

ステップ1

画面の内容を確認し、 ボタンをクリック
します。

1 申請

1 申請

ステップ2

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、よろしければ
を選択します。 預託申請の完了へOK

1

預託申請を行うとただちに「預託済」となり、
その後預託申請の取消しはできませんので、車両
情報・料金情報等を十分に確認のうえ、
預託申請を行ってください。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（６）預託申請の完了

（Ⅰ）画面

預託申請が完了したことを表示します。

確認ポイント

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

ステップ2ステップ1

引き続き引取報告を行う場合は、 ボタ
ンをクリックします。

続けて別の引取車両について検索する場合は、
ボタンをクリックします。

1 預託確認

2 引取車両検索へ

3 引取車両一覧へ

ステップ3

続けて引取車両情報一覧に保存されている別の引取
車両について預託申請・預託確認を行う場合は、

ボタンをクリックします。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

44

1

口座引落し予定日が表示されます

2 3

口座振替予定日が表示されますので、振替
前日までに口座残高の確認をしてください。

※引取車両情報一覧以降の操作方法は、「５.３ 預託確認
の途中で車両情報を保存した後、作業を再開する場合」
を参照してください。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

48ページをご覧ください



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（７）預託状況の表示（預託済み）

リサイクル料金預託済みであり預託確認完了画面と
なり、引き続き引取報告が可能な状態です。

（Ⅰ）画面

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

45

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

ステップ2ステップ1

最終所有者に対し引取証明書を交付する場合、
ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、

引取証明書（PDFファイル）が表示されます。

引取証明書を表示するには、アドビ社のAdobe
Readerが必要です。

続けて引取報告を行う場合、 ボタンを
クリックし、電子マニフェストシステムへ移り
引取報告を行います。

1 引取証明書等
2 引取報告へ

引取証明書の発行へ

1 2※

Adobe Readerは、アドビ社のホームページ
(http://www.adobe.com/jp)よりダウンロード
(無料) してご利用ください。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ステップ3

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、よろしければ
を選択してください。

2 引取報告へ

※ 一覧に追加

※ 一覧に追加

ボタンをクリックし、引取車両
情報を保存します。
（すでに引取車両情報一覧に保存されている場合
は、 ボタンは表示されません。）

すぐに引取報告を行わない場合

OK

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

電子マニフェストシステムへのログインへ

46

• 使用済自動車を引き取った場合、最終
所有者に対し、1台ごとに引取証明書を交付
しなければなりません。

• 最終所有者がリサイクル券を所持していない
場合は、「引取証明書」を印刷してください。

• 預託申請が完了すると、リサイクル料金
預託済みとなり、続けて引取報告を行う
ことが可能です。

確認ポイント

1 2※

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

引取証明書
の発行

資金管理システム
ログイン

メニューの選択

電子マニフェスト
システムログイン

引取報告

引取報告の完了

引取車両の検索

実車装備情報
の入力

預託状況の表示
（預託済み）

引取証明書
の交付

1.2 引取車両検索

装備確認1

実車を見て、フロン類（エアコン）・
エアバッグ類の装備の有無を確認します。

預託確認2

• 車検証等を参照しながら、車台番号等
を入力して引き取る車両を検索します。

• で装備確認した装備状況を入力し、
預託状況を確認します。
1

引取報告3

フロン類の種別（フロン類装備ありの場
合）、最終所有者名を入力し、引取報告
を実施します。

引取証明書の交付4

〈リサイクル券がある場合〉
リサイクル券の［Ｂ券］に必要事項を記
入し、切り離して最終所有者に渡します。

〈リサイクル券がない場合〉
預託状況表示（預託済）の画面上で引取
証明書の様式を印刷する機能があります
ので、これを印刷のうえ必要事項を記入
し、最終所有者に渡します。

• 「引取証明書」は、「預託状況の表示」画面で印刷
してください。

• 「引取証明書」は、電子マニフェストシステムによる
「引取報告」を行った後に、所有者に渡してください。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

「引取証明書」に関する留意点

47

リサイクル料金預託済みの使用済自動車を引き取る
場合、以下の流れとなります。

５.２ リサイクル料金預託済みの場合

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

36ページ
参照

41ページ
参照

45ページ
参照

56ページ
参照

58ページ
参照

62ページ
参照



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

48

• 過去に「引取車両の検索」、「実車装備情報の
入力」を行い、「預託状況の表示」において車両
情報を保存して作業を一旦中断し、その後作業を
再開する場合は、再度「引取車両の検索」を行うの
ではなく、保存した車両が「引取車両情報一覧」に
表示されますので、ここから車台を選択して作業を
再開します。

• 「預託状況の表示」において、リサイクル料金未預
託か預託済みかでその後の作業の流れは異なります。
リサイクル料金未預託の場合は、「５.１リサイク
ル料金未預託の場合」の「預託状況の表示（未預
託）」以降の作業が必要となり、リサイクル料金預
託済みの場合は「５.２リサイクル料金預託済みの
場合」の「預託状況の表示（預託済）」以降の作業
が必要となります。

• 預託確認の途中で車両情報を保存した後、作業を
再開する場合、以下の流れとなります。

• 「引取車両情報一覧」において選択した車両が
リサイクル料金未預託の場合は、「預託状況の
表示（未預託）」が表示されますが、この画面は
P.46「５.１リサイクル料金未預託の場合」にお
ける「預託状況の表示（未預託）」と同じ画面で
す。

資金管理システム
ログイン

メニューの選択

1.3 引取車両
情報一覧

預託状況の表示
（未預託）

＝

引取車両情報一覧

• 「預託状況の表示（未預託）」以降の流れは
「５.１リサイクル料金未預託の場合」の流れ

を参照してください。

リサイクル料金預託済みの場合

• 「引取車両情報一覧」において選択した車両が
リサイクル料金預託済みの場合は、「預託状況の
表示（預託済）」が表示されますが、この画面は
「５.２リサイクル料金預託済みの場合」に
おける「預託状況の表示（預託済）」と同じ画面
です。

• 「預託状況の表示（預託済）」以降の流れは
「５.２リサイクル料金預託済みの場合」の流れ

を参照してください。

リサイクル料金未預託の場合

預託状況の表示
（未預託）

同じ内容

預託状況の表示
（預託済）

＝

預託状況の表示
（預託済）

同じ内容

（（ 34ページ）

（ 47ページ）

48

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

次ページへ

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

49ページを
ご覧ください

以下、42ページを
ご覧ください

以下、52ページを
ご覧ください

５.３ 預託確認の途中で車両情報を保存した後、作業を再開する場合
（引取車両情報一覧）



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

預託申請または預託確認を行う車両の 「車台番号」
をクリックします。

（１）引取車両情報一覧

（Ⅰ）画面

（Ⅱ）操作説明

2 引取車両検索へ
1

49

「預託済」の場合はP.49実車装備情報の確認へ

「未預託」または「一部預託」の場合はP.41預託状況
の確認（未預託）へ

1

2

確認ポイント

• 「預託状況」欄が「預託済」の車両は、預託
確認を行い、引取報告が可能です。

• 「預託状況」欄が「未預託」または「一部
未預託」の車両は、預託申請が必要です。

メニュー選択画面(P.23)において、1.3「引取車両情
報一覧」をクリックすると、これまで自社が預託申請
した車両、あるいは確認の途中で情報を保存した車両
の一覧が表示されます。

作業を行おうとする車両が表示されていない場合は、
ボタンをクリックして引取車両

の検索を行います。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（２）実車装備情報の確認

フロン類・エアバッグ類の装備情報が表示されます。

（Ⅰ）画面

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

１ 確定

ステップ1

車両実車装備情報が正しければ、 ボタンを
クリックします。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

50

12

2 装備変更

ステップ2

車両実車装備情報が違っていた場合、
のボタンをクリックし、装備情報を変更します。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

P.5２預託状況の表示へ



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ボタンをクリックします。3 4 確定

• 必ず実車にて装備の確認を行ってから入力し
てください。

• 自動車メーカー・輸入業者の標準装備情報で、
エアバッグ類「有」とされている車両に
ついて、エアバッグ類の装備を「無」と選択
した場合は、念のため右のような警告画面
（ダイアログ）が表示されます。

確認ポイント

ステップ3 ステップ４

フロン類（エアコン）とエアバッグ類の有無を
選択します。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

51

3

4

車両実車装備情報の再入力

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（３）預託状況の表示（預託済み）

リサイクル料金が預託済みで、さらに預託確認が完了
した際にこの画面が表示されます。引き続き引取報告
が可能です。

（Ⅰ）画面

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

52

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

ステップ2ステップ1

最終所有者に対し引取証明書を交付する場合、
ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、

引取証明書（PDFファイル）が表示されます。

引取証明書を表示するには、アドビ社のAdobe
Readerが必要です。

続けて引取報告を行う場合、 ボタンを
クリックし、電子マニフェストシステムへ移り
引取報告を行います。

1 引取証明書等
2 引取報告へ

引取証明書の発行へ

1 2※

Adobe Readerは、アドビ社のホームページ
(http://www.adobe.com/jp)よりダウンロード
(無料) してご利用ください。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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ステップ3

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、よろしければ
を選択してください。

2 引取報告へ

※ 一覧に追加

※ 一覧に追加

ボタンをクリックし、引取車両
情報を保存します。
（すでに引取車両情報一覧に保存されている場合
は、 ボタンは表示されません。）

すぐに引取報告を行わない場合

OK

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

電子マニフェストシステムへのログインへ

53

• 使用済自動車を引き取った場合、最終
所有者に対し、1台ごとに引取証明書を交付
しなければなりません。

• 最終所有者がリサイクル券を所持していない
場合は、「引取証明書」を印刷してください。

• 使用済自動車を引き取った場合、引取り後
すみやかに引取報告しなければなりません。

確認ポイント

1 2※

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

預託状況表示（KNFS0051）画面で、
ボタンをクリックすると、引取証明書（PDFファイ
ル）が表示されます。

（Ⅰ）画面

＜引取証明書の発行＞

引取証明書等

１

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

54

プリンターにA4サイズのコピー用紙をセットし、
ボタンをクリックします。

（印刷が終了すると前画面に戻りますので、引き続き
引取報告を行います。）

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1＞

１ 印刷

ステップ1

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅲ）その他

※車両とリサイクル券や引取証明書を取り違えて渡さ
ないようご留意ください。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

55

パソコンから出力される引取証明書には、下記の
2種類があります。

引取時預託を実施することなく使用済自動車を
引き取った場合の引取証明書には、資金管理料金の受
領書は含まれません（左下の（ア））。

引取時預託を実施した場合の引取証明書には、
資金管理料金の受領証が含まれています（右下の
（イ））。この場合は引取証明書に加えて資金管理料
金受領証も最終所有者に渡す必要があります。

パソコンから出力される引取証明書には、移動報告車
両情報も含まれるので、使用済自動車をフロン類回収
業者または解体業者に引き渡す際にリサイクル券の代
わりとしてあわせてお渡しください。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

変更方法については186ページをご覧ください

ログイン

自社が引き取る使用済自動車を預託申請すると、
続けて使用済自動車の引取報告を行うことが可能です。

５.４ 電子マニフェストシステムログイン（接続） ＜ステップ1＞

• 「預託状況の表示（預託済み）P.44」および
「預託状況の表示（預託済み）P.51」画面におい
て ボタンをクリックすると電子
マニフェストシステムのログイン画面が表示され
ます。

引取報告へ

ステップ1

ログイン画面が開いたら、 事業所コードと
パスワードをテキストボックスに入力、入力後

ボタンをクリックします。

※ここでは引取業者（移動報告）用事業所コードと
パスワードを入力します。

パスワードを入力する場合、機密保持のため、
入力文字が「●●●」で表示されます（マイクロソフ
ト社ウインドウズXP以下では「＊＊＊」で表示され
ます）。

（Ⅰ）引取業者用事業所コードとパスワードについて

引取業者（移動報告）用事業所コード、初期
パスワードは自動車リサイクルシステムに事業者登録
した際に送付される「システム登録完了通知書」に
明記されています。

引取工程、フロン類回収工程、解体工程、破砕工程の
うち複数の工程を兼業する場合、各工程ごとに事業所
コードは異なります。
電子マニフェストシステムの機密保持のためにも
パスワードの変更をお勧めします。

1
2
3

3

• 自動車リサイクルシステムへの事業者登録が完了
した後に送付される「システム登録完了通知書」に
記載されている事業所コードとパスワードを入力し、
電子マニフェストシステムにログイン（接続）
します。

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

56

半角
1

メニュー選択ページへ

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

57

【 システム登録完了通知書（移動報告）】

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
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123456780102  〇△□自動車

情報管理センターへの「引取報告」を行います。

（Ⅰ）画面

５.５ 引取報告

電子マニフェストシステムへのログインが完了すると、
「情報管理センターへの報告（JPRS1100）」画面
が表示されます。

操作ポイント

1

フロン類種別（フロン類装備がある場合のみ）と、
最終所有者の確認。

• フロン類装備が「有」の場合は、フロン類
種別を必ず選択してください。

• 最終所有者名は必ず入力してください。

確認ポイント

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

58

2

3

※1 ※2

※3

※4

※5

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

123456780102  〇△□自動車

⇒ 「郵便番号」欄に郵便番号を入力し、
ボタンをクリックすると、

郵 便 番 号 に 該 当 す る 市 町 村 名 ま で を
「住所」欄に表示します。

表示された後に最終所有者の住所を続けて
入力してください。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

ステップ2ステップ1

1「３.実車装備情報」の 「フロン類種別※」欄に、
引き取った使用済自動車のフロン類種別を入力します。
該当するフロン類種別をクリックしてください。

2「４.最終所有者情報」の 「最終所有者名」欄に
最終所有者名を正確に入力してください。
（入力必須）

※最終所有者情報は、引取業者が引取報告を行った後、
引渡報告を行うまでの間、修正することが可能です。
最終所有者情報を修正する場合は、

※「 ３.１ 」より修正してください。

※実車装備の入力を行う「引取車両の実車装備情報入力
（KNFS0030）」画面の「２.車両実車装備情報」で、
フロン類を「無」とした場合は、フロン類種別の入力
が不要なため「フロン類種別」の入力枠がグレーに
表示されクリックできません。

郵便番号 、住所 、
電話番号 は必要に応じて入力して
ください。

全角80字まで

半角英数７字 全角90字

半角数字13字

※1
住所呼出※2

※3

59

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

1

2

※1 ※2
※3

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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詳しくは131ページ参照

の最終所有者名欄には、当該使用済自動車の
引取を依頼した方の氏名または名称を入力してく
ださい。

2

車台閲覧
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ステップ3

入力した内容に間違いがなければ、
ボタンをクリックします。 ボタ
ンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いがなけ
れば を、再確認する場合は を
選択してください。

3 センターへ報告

3 センターへ報告

OK キャンセル

ステップ4

を選択すると使用済自動車の引取報告が完了
し、「遷移先選択（JPRS1101）」画面が表示され
ます。 OK

OK 入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、
警告画面（ダイアログ）と共に入力不備部が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

60

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

3
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「５.備考情報」はメモ機能です。

（Ⅲ）その他

センターへ報告
【備考情報について】

「備考(当該工程用) 」は、注文書ナンバー等、
後の確認に便利な情報を入力し、保存でき
ます。

「次工程(次業者)への申し送り事項」は、
次工程業者に対する注意、要望等の情報を
移動報告と共に送ることができます。

全角／半角200字

全角／半角200字

※4

※5

ボタンをクリックせずに操作の
途中で ボタンをクリックした場合は、
入力内容は保存されません。

戻る

61

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

※4

※5
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

引取報告が完了した後に、この画面で次に行う作業を
選択します。
選択するボタンにより、次に表示される画面が異なり
ますので注意してください。

（Ⅰ）画面

５.６ 引取報告の完了

操作ポイント

引取報告を続ける

引取工程メニューへ

「遷移先選択（JPRS1101）」画面が表示されます。

1）連続して他の使用済自動車の「預託確認・
引取報告」を続けて行う
⇒

2）「引取報告」を行った使用済自動車の「引渡
報告」など、電子マニフェストシステムで
引取報告以外を行う
⇒

3）作業を終了する
⇒

• 最後に行った「引取報告」の完了から、次の
「引取報告」が完了するまでに一定の時間
経過した場合は、自動的にログアウトします。

• ログアウトした後に再度「預託確認・引取
報告」を行う場合は、最初から（資金管理
システムへのログインから）操作をスタート
してください。

1 2

3

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

62

操作ポイント

• ログアウトせずに連続して他の使用済自動車
の「預託確認・引取報告」を行う場合、
資金管理システムログイン画面、電子
マニフェストシステム ログイン画面での
再度の事業所コード・パスワードの入力は
必要ありません。

• ログアウトせずに電子マニフェストシステム
で引取工程での引渡報告などの作業を行う
場合、電子マニフェストシステムへの再度の
ログインは不要になります。

ログアウト

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ログアウト

ボタンを選択します。ボタンを選択します。
⇒ ボタンをクリックすると、

資金管理システムの「引取時メニュー
（KNDS0010）」画面に戻りますので、
そこから他の使用済自動車に関する作業
を行ってください。

1 ） 連 続 し て 他 の 使 用 済 自 動 車 の 「 預 託 確 認 ・
引取報告」を行う場合

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

1 引取報告を続ける

引取報告を続ける
2 引取工程メニューへ

2）引渡報告など、電子マニフェストシステムで
引取報告以外を行う場合

「引取時メニュー」については23ページをご覧ください

3 ボタンをクリックすると、

20ページ以降をご覧ください

というメッセージが表示されますので、よろしければ
を、引き続き操作する場合は

を選択します。
を選択すると電子マニフェストシステムを

終了します。

78ページ以降をご覧ください

※電子マニフェストシステムを終了する場合は
ログアウトを選択してから、インターネットを終了す
るようにしてください。

※「預託確認・引取報告」を行う

※「引渡報告」を行う

3）作業を終了する場合

OK キャンセル

OK

⇒ ボタンをクリックする
と、電子マニフェストシステムの「引取
工程メニュー（JPRS1000）」画面が
表示されます。

引取工程メニューへ

ログアウトした後に「預託確認・引取報告」を行う
場合は資金管理システムのログインから、「引渡
報告」を行う場合は電子マニフェストのログイン
から行ってください。

ステップ2ステップ1

ステップ3

63

５.  使用済自動車引取時の預託確認・預託申請および引取報告
（引取車両の検索）

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
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64 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

6.  引取車両検索一覧

メニュー選択画面（23ページ）において1.5「引取
車両検索一覧」をクリックすると、「引取車両の検
索」→「装備情報の確認・変更」→「預託状況の表
示」を１画面で行う画面が表示されます。

１

2

車両一覧2

「預託状況の確認」、「車両装備の変更」、
「引取報告」等を行います。

68ページ以降をご覧ください

車両検索1

車検証等を参照しながら、車台番号等を入力して
引取車両を検索します。

61ページ以降をご覧ください

2
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65 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

１
2

3

3

ステップ2ステップ1

検索条件を選択します。
登録番号/車両番号で検索する場合は、

を選択します。
リサイクル券番号で検索する場合は、

を選択します。

のいずれかを選択します。
１

登録番号/車両番号で検索

2

リサイクル券番号で検索

車台番号の下4桁 職権打刻番号の全桁

ステップ3

検索条件および車台番号で選択した項目に従い、検索
対象入力が変わります。表示された項目に従い登録番号/車
両番号、リサイクル券番号、車両区分、車台番号の下4桁、
職権打刻番号を入力します。

・ 検索条件で を選択し、
車台番号で を選択した場合

登録番号/車両番号で検索
車台番号の下4桁

6.1 引取車両の検索
（Ⅰ）画面

・ 検索条件で を選択し、
車台番号で を選択した場合

登録番号/車両番号で検索

職権打刻番号の全桁
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66 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

4

5

ステップ4

4 すべての項目を入力後、 ボタンをクリック
します。

検索

登録番号/車両番号およびリサイクル券番号が不明な
場合、 ボタンをクリックし、車台番
号のみで引取車両検索を行います。

5

車台番号のみの単一情報検索は38ページ以降をご覧く
ださい

単一情報検索

・ 検索条件で を選択し、
車台番号で を選択した場合

リサイクル券番号で検索
車台番号の下4桁

・ 検索条件で を選択し、
車台番号で を選択した場合

リサイクル券番号で検索
職権打刻番号の全桁
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東京 300あ1234     

ABC12-345678   ABC-9015     

1234-5678-9012 

67 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

※検索結果が引取車両と異なる場合、
を選択し、検索条件を再度入力します。

6.2 実車装備情報の入力
（Ⅰ）画面

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

車両情報が正しいことを
確認します

※
1
2

• 必ず実車確認を行って入力してください。
• 自動車メーカー・輸入業者の標準装備情報で、
エアバッグ類「有」とされている車両に
ついて、エアバッグ類装備を「無」と選択
した場合は、念のため右のような警告
メッセージが表示されます。

確認ポイント

2 確定

ステップ2ステップ1

実車で確認したフロン類（エアコン）とエアバッ
グ類装備の有無を選択します。

ボタンをクリックします。1

車両一覧は68ページ以降をご覧ください

※ 検索条件再入力

ステップ3

という確認メッセージが表示されますので、よろしけ
れば を選択します。OK

ボタンをクリックすると確定

装備情報が正しいことを確
認します
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68 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

6.3 車両一覧

1 2

3

4 5 6

車両区分2

「登録」、「軽」のいずれかを表示します。

車台番号、登録番号/車両番号、
リサイクル券番号1

引取車両の「車台番号」、「登録番号/車両番
号」、「リサイクル券番号」を表示します。

預託状況3

引取車両の預託状況を表示します。

フロン、エアバック4

フロン類およびエアバック類の装備情報を表示
します。

5

預託申請を行った車両の口座引落予定日を表示
します。

（Ⅰ）画面

口座引落予定日 6

車両一覧に引取車両を保存した日を表示します。

保存日

70ページ以降をご覧ください

引取時 > 預託確認 > 引取車両検索一覧(KNHS0010)
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69 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

7

預託/引取報告8

預託状況に従い「預託申請」、「引取報告」いず
れかのボタンを表示します。 (※)

7

預託状況に従い「払込依頼票」、「引取証明書
等」いずれかのボタンを表示します。 (※)

帳票出力

8

9

10

11

「預託状況の確認」、「車両装備の変更」、「引
取報告」等を行います。

9

「料金照会画面を表示します。

料金照会 10

車両一覧から車両を削除します。

11

装備変更

削除
※引取車両の預託状況に従い、各項目内の表示が変化
します

預託状況別の各表示は70ページ以降をご覧ください

引取時 > 預託確認 > 引取車両検索一覧(KNHS0010)
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70 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

6.4 預託状況別、表示内容・操作の説明
（Ⅰ）預託済

1 2

3

4

5

預託済

1 帳票出力 2 引取報告

最終所有者に対し引取証明書を交付する場合、
ボタンをクリックすると、

引取証明書（PDFファイル）が表示されます。

引取証明書を表示するには、アドビ社のAdobe
Readerが必要です。

1 引取証明書等

Adobe Readerは、アドビ社のホームページ
(http://www.adobe.com/jp)よりダウンロード
(無料) してご利用ください。

引取証明書の発行は、54ページをご覧ください

引取報告を行う場合、 ボタンをクリッ
クし、電子マニフェストシステムへ移り、引取報告を
行います。

2 引取報告へ

3 料金照会 4 装備変更

ボタンをクリックすると、料金照会
の画面が表示されます。

自動車所有者からリサイク料金の確認を求められたと
きや、使用済自動車の引取りを求められた時、中古の
下取・買取等の商談時にリサイクル料金の照会を行い
ます。

3 料金照会 4 装備変更車両実車装備情報が違っていた場合、
ボタンをクリックし、装備情報の変更をします。

5 削除

車両一覧から車両を削除したい場合、
ボタンをクリックし、車両の変更をします。

5 削除

http://www.adobe.com/jp
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71 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

（Ⅱ）未預託

2

3

4

5

未預託 1

1 口座引落予定日 2 預託申請

3 料金照会

ボタンをクリックすると、料金照会
の画面が表示されます。

自動車所有者からリサイク料金の確認を求められた時
や、使用済自動車の引取りを求められた時、中古の下
取・買取等の商談時にリサイクル料金の照会を行いま
す。

3 料金照会

5 削除

車両一覧から車両を削除したい場合、ボタンをクリッ
クし、車両の変更をします。

ボタンをクリックすると、預託申請
の画面が表示されます。

リサイクル料金の預託申請を行います。

2 預託申請預託申請を行った後に、リサイクル料金の金融口座引
落予定が表示されます。

4 装備変更

4 装備変更車両実車装備情報が違っていた場合、
ボタンをクリックし、装備情報の変更をします。
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72 第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

6.  引取車両検索一覧

（Ⅱ）一部未預託

一部未預託

1 口座引落予定日 2 預託申請

3 料金照会

ボタンをクリックすると、料金照会
の画面が表示されます。

自動車所有者からリサイク料金の確認を求められた時
や、使用済自動車の引取りを求められた時、中古の下
取・買取等の商談時にリサイクル料金の照会を行いま
す。

3 料金照会

5 削除

車両一覧から車両を削除したい場合、ボタンをクリッ
クし、車両の変更をします。

ボタンをクリックすると、預託申請
の画面が表示されます。

リサイクル料金の預託申請を行います。

2 預託申請預託申請を行った後に、リサイクル料金の金融口座引
落予定が表示されます。

4 装備変更

4 装備変更車両実車装備情報が違っていた場合、
ボタンをクリックし、装備情報の変更をします。

2

3

4

5

1
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※支局名：ナンバープレートに表記される使用の本拠の
位置の運輸支局または検査登録事務所を表示する文字。

7.  支局名の登録

資金管理システム
ログイン

メニュー選択

支局名の選択

登録する
支局名の確認

もっともよく使う
支局名の指定

２.1 支局名の登録

支局名の登録完了

7.  支局名の登録

73

料金照会や預託申請の際に車両情報として入力する
支局名は、よく使う支局名を５つまで登録することが
できます。登録した支局名は、個別料金照会や預託
申請の際の車両検索画面でプルダウンで表示されます。

よく使う支局名の登録の画面の流れを下図に示します。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

74ページ参照

75ページ参照

76ページ参照

76ページ参照
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もっともよく使う支局名の指定へ

メニュー選択画面（23ページ）において、
２.１「支局名の登録」をクリックすると、よく使う
支局名を選択する画面が表示されます。

（Ⅰ）画面

7.１ 支局名の選択

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「未登録支局名」の中からよく使う支局名を選択し、
ボタンをクリックします。

５つまで登録できます。

登録が済みましたら ボタンをクリック
します。

ステップ2ステップ1

1 一覧に追加

２ 次へ

３ 一覧から削除

「よく使う支局名」に登録した支局名を選択し、
ボタンをクリックすると削除

できます。

74

1

２3

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

7.  支局名の登録
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登録する支局名の確認へ

7.２ もっともよく使う支局名の指定

（Ⅰ）画面

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

ステップ1 ステップ2

もっともよく使う支局名を指定します。 ボタンをクリックします。２ 次へ1

75

1

2

登録した５支局名から、もっともよく使う支局名を
指定します。

車両検索画面に最初に表示されるのは、ここで
もっともよく使う支局名に指定されたものになり
ます。

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

7.  支局名の登録
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選択・指定した内容を確認し登録します。

（Ⅰ）画面

7.３ 登録する支局名の確認

7.４ 支局名の登録完了

（Ⅱ）操作説明

ボタンをクリックします。

（Ⅰ）画面

支局名の登録が完了したことを表示する画面です。

1 登録

支局名の登録完了へ

76

1

第 章 資金管理システムと使用済自動車引取時の
電子マニフェストシステムの利用方法

3

7.  支局名の登録



使用済自動車引取時以外の電子マニフェストシステムの
具体的利用方法

第4章

電子マニフェスト
システムログイン メニュー選択

メニューごとの操作

メニューごとの操作

メニューごとの操作

１.  電子マニフェストシステムの概要

第４章では、まず全ての操作に共通な

と

について説明し、その後

をメニューの順に追って
説明します。

電子マニフェストシステムログイン

メニュー選択

メニューごとの操作

77 第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4

電子マニフェストシステム（使用済自動車引取時
以外）に関するすべての操作は、「電子マニフェスト
システムログイン」より始まり、「メニュー選択」で
操作するメニューを選択した後に「メニューごとの
操作」が始まります。
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78
第 章 使用済自動車引取時以外の

電子マニフェストシステムの具体的利用方法
4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

電子マニフェストシステムを利用する時は、まず
自動車リサイクルシステムに登録した事業者である
ことの確認を行います。自社の事業所コードとパス
ワードを入力し、登録事業者であることが確認される
と、電子マニフェストシステムを利用した操作が可能
となります。

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

http://www.jars.gr.jp/ にアクセスしてJARSホーム
ページを開きます。

２.１ 自動車リサイクルシステム（JARS）ホームページを開く

トップページには、常に皆様への重要なご
案内を掲載しておりますので、日頃からご
確認されますようお願いいたします。

http://www.jars.gr.jp/
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79
第 章 使用済自動車引取時以外の

電子マニフェストシステムの具体的利用方法
4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

自動車リサイクルシステムホームページから以下の
手順に従って電子マニフェストシステムのログイン
画面を開きます。

２.２ 電子マニフェストシステムのログイン画面を開く
＜ステップ1～３＞

ステップ1

「事業者の方」をクリックします。1

〈JARSホームページ〉

ステップ2

以下の画面が表示されますので、 「01 引取業者」
をクリックします。

2

1

２

こちらからも
入れます
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80
第 章 使用済自動車引取時以外の

電子マニフェストシステムの具体的利用方法
4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

ステップ3

3

以下の画面が表示されますので、フロン類回収工程の
みにログインする場合には 「電子マニフェストシ
ステム」をクリックします。

3
フロン類回収工程だけでなく複数の工程（引取工程・
解体工程・破砕工程）を兼務していて、複数の工程に
同時にログインしたい場合は 「電子マニフェスト
システム（複数工程同時ログイン）」をクリックしま
す。これにより、他工程へ容易に移動でき、ログイン
し直す手間が省けます。

4

4
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81
第 章 使用済自動車引取時以外の

電子マニフェストシステムの具体的利用方法
4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

こちらのページにも引取業者の皆様への重要なご
案内等を掲載しておりますので、日頃からご確認
されますようお願いいたします。
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自動車リサイクルシステムへの登録が完了した後に
送付さ れる「 シス テム 登録完 了通知 書」 に記 載
されている事業所コードとパスワードを入力し、電子
マニフェストシステムにログイン（接続）します。

ステップ1

ログイ ン画面 が開 いた ら、 事業 所コ ード と
パスワードをテキストボックスに入力します。

入 力 後 、 ボ タ ン を ク リ ッ ク
すると、電子マニフェストシステムへのログインが
完了し、続いてメニュー画面が表示されます。

1
2

3
半角

1

ログイン

複数のパソコンで同時に、同じ事業所コードと

パスワードでログインすることが可能です。

複数のパソコンで同時に作業する場合

パスワードを入力する場合、機密保持のため、入力
文字が「●●●」または「＊＊＊」で表示されます。

２.３ 電子マニフェストシステムログイン ＜ステップ１＞

82

※ こ こ で は 引 取 業 者 （ 移 動 報 告 ） 用 事 業 所 コ ー ド と
パスワードを入力します。

第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

1

2

3
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引取業者（移動報告）用事業所コード、初期パスワー
ドは自動車リサイクルシステムに登録した際に送付さ
れる「システム登録完了通知書」に明記されています。
引取工 程、フ ロン 類回 収工程 、解体 工程 、破 砕
工程のうち複数の工程を兼業する場合、工程ごとに
事業所コードは異なります。

システム登録完了通知書を受け取ったら、機密保持の
ためにもパスワードの変更をお勧めします。

２.４ 引取業者用事業所コードとパスワードについて

83

※ 引取業者（移動報告）用事業所コードは、取引先にお知
らせいただく必要がありますが、パスワードについては、
外部に漏れないように厳重に管理してください。

【 システム登録完了通知書（抜粋）】

第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

変更方法については186ページをご覧ください
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移動報 告が終 了し た場 合など 電子マ ニフ ェス ト
システムの利用を終了する場合は、電子マニフェスト
システムからログアウト（接続終了）してください。

1 ログアウト

1

ステップ1

「メニューごとの操作（移動報告）」が完了したら
ボタンをクリックし、電子マニ

フェストシステムからログアウト（接続終了）します。

２.５ 電子マニフェストシステムのログアウト（接続終了）

84
第 章 使用済自動車引取時以外の

電子マニフェストシステムの具体的利用方法
4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

詳細は184ページをご覧ください
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２.６ 複数工程同時ログイン

引取工程だけでなく複数の工程（フロン類回収工程・
解体工程・破砕工程）を兼務していて、複数の工程に
同時にログインしたい場合は、自動車リサイクルシス
テムへ の事業 者登 録が 完了し た後に 送付 され る

（Ⅰ）画面

各工程の「システム登録完了通知書」に記載されてい
る事業所コードとパスワードを入力し、電子マニフェ
ストシステムにログインします。

（１）複数工程同時ログイン
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4

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

ステップ1

同時にログインしたい工程の 「事業所コード」
「パスワード」を入力します。

1

1 2 4 3

ステップ2

一括してログインします。2

事業所コードとパスワードは、工程ごとに異なり
ます。工程ごとのシステム登録完了通知書に記載
されているそれぞれの事業所コードとパスワード
を入力してください。

複数工程同時ログイン時の
事業所コードとパスワードについて

ステップ3

移動したい工程をクリックします。
ログアウトは工程別、全工程一括のどちらもでき

ます。

3

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

4

4
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（Ⅰ）画面

（２）他工程メニューへの移動

86
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２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

123456780102   
〇△□自動車

ステップ1

ログイン済の工程はボタンを押すことが可能な
状態になり、他工程メニューへ移動可能です。ログイ
ンしていない工程はボタンが押せません。

1

1

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞
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87

電子マニフェストシステムにログインすると、引取業
者 が 実 施 す る 作 業 の メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ ま す 。
メニュー選択画面は移動報告の作業の有無に係らず
毎日開き、確認通知の発生状況（赤字）を確認して
ください。

３. メニュー選択（電子マニフェストシステム）

３.１ メニュー選択画面

３.  メニュー選択（電子マニフェストシステム）

〇△□自動車
123456780102

2

3

4

5

1

6
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作業を行なう場合は、メニュー選択画面の中から該当
する作業ボタンをクリックします。ボタンをクリック
すると、メニューごとの操作画面に移ります。

３.２ メニューの説明

自治体から交付された許可証の満了日が表示さ
れます。満了日の2ヶ月前から更新の注意文等が
表示されます。

1

情報管理センターから行われた確認通知の内容
を確認するメニューです。

3

自社が取り扱った車台に関する情報を閲覧する
メニューです。

4

次 事 業 者 へ の 引 渡報 告を 取 り 消 す 場 合 の メ
ニューです。

6

使用済自動車の引渡報告を行うメニューです。

2登録満了日 電子マニフェストによる移動報告

状況の表示 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

その他

自社が取り扱った車台の装備情報を修正する
メニューです。

5 装備情報の修正

88

※ 確認通知が発行されると、発生した項目に「×件の
確認通知が発生しています。」と表示されます。

第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4

３.  メニュー選択（電子マニフェストシステム）

89ページ以降をご覧ください

110ページ以降をご覧ください 120ページ以降をご覧ください

171ページ以降をご覧ください

92ページ以降をご覧ください

142ページ以降をご覧ください
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＜リサイクルシステム登録更新＞

＜リサイクルシステム登録更新＞

自動車リサイクル法における、引取業の自治体登録は
５年毎に更新が必要です。事業を継続する場合、
自治体へ登録更新申請をした後、自動車リサイクル
システムでの登録更新も必要となります。

自治体登録・許可
満了日

5年間 5年間

自治体登録・許可
満了日

自治体への登録更新申請

リサイクルシステム登録更新

自治体への登録更新申請

リサイクルシステム登録更新

自治体への
登録・許可
更新申請

４.  自治体への登録更新申請とシステム登録更新

89

【更新サイクル】

【更新申請とシステムの登録更新】

第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4

４. 自治体への登録更新申請とシステム登録更新

≪自治体≫

申請内容を
確認

（１）

ボタンをクリック

更新（２） ＜画面メッセージ＞
「更新処理が正常に

完了しました」

（３）

≪引取業者≫

登録・許可満了日
更新完了

さらに自治体にて自動車リサイクルシステムの更新
処理を行うことにより、満了日が更新されます。

≪両方揃ったら！！≫

※ こちらは、自治体の担当者が入力します。

ボタンをクリック

更新申請済（１）

ボタンをクリック

（２） ＜画面メッセージ＞
「更新申請済ボタンを
押下したことを確認し
ました」

（３）OK
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４. 自治体への登録更新申請とシステム登録更新

４.１ 自治体への登録更新
満了日が近づいたら、まずは所管自治体の窓口へ更新
申請をしてください。

自治体への更新申請をせず満了日を過ぎてしまうと、
登録が失効してしまいます。

２

（1）登録更新の満了日が近づくと、電子マニフェス
トシステムのメニュー選択画面に「更新申請期
間が近づいています。」というメッセージが表
示されます。（満了日の3ヵ月前から2ヵ月前ま
で）

更新申請済1

４.２ システム上での登録更新

さらに満了日の2ヵ月以内になると、メッセージが変
わり、更新手続きができるようになります。
更新をするには、 ボタンをクリッ
クしてください。

123456780102
〇△□自動車

1

（２）規約･約款を確認するメッセージが表示されるので、規約･約款を最後までスクロールし、
をクリックします。

自治体での更新申請手続きが全て完了するまで待
つ必要はありません。自治体へ更新申請した段階
でクリックしてください。

クリックのタイミング

自治体へ複数工程（引取･フロン･解体･破砕）の
更新申請をした場合、システム登録も工程ごとに
更新する必要があります。

複数工程の更新

同意します２
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４. 自治体への登録更新申請とシステム登録更新

123456780102
〇△□自動車

123456780102
〇△□自動車

同じ所轄内に複数事業所がある場合、一つの事業
所が ボタンをクリックすれば、全て
の事業所のシステム登録更新が完了します

複数事業所の更新

更新申請済
所管自治体が異なる場合は、所管自治体ごとに
自治体登録・許可更新申請が必要です。

（３）「更新申請済ボタンを押したことを確認しまし
た。」とのメッセージが表示されます。

自治体での更新が合わせて完了すると満了日が
更新されます。

（４）満了日を過ぎてしまうと、メッセージが変わり、
ステータス欄に「失効」が表示されます。
新たな車台の引取報告はできませんので、画面
の指示に従い「失効時の手続き」を確認してく
ださい。

なお、登録満了日前に管轄自治体に書類を提出し
ていた場合は、「期限内に更新申請済」を押して
ください。

ステータスが「廃業」の場合は自治体および電子マニフェストシステムに「新規登録」を行う必要があります。
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５.  電子マニフェストによる移動報告

５.１ フロン類回収業者への使用済自動車の
引渡報告

【電子マニフェストによる移動報告における操作画面の全体像】

使用済自動車を
引き渡した時

電子マニフェスト
システムログイン

５.２ 解体業者への使用済自動車の引渡報告

使用済自動車を解体業者へ引き渡した時は、すみやか
に「引渡報告」を行います。

フロン類装備の有無、エアバッグ類装備の有無を
確認のうえ、引渡報告を行ってください。

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

引渡先事業者の入力

対象車台の選択

引取業者が行う作業と、それに関連する移動報告の
種類、移動報告の種類ごとに行う操作の全体像は以下
のとおりです。

使用済自動車をフロン類回収業者へ引き渡した時は、
すみやかに「引渡報告」を行います。

フロン類装備の有無、フロン類種別を確認のうえ、
引渡報告を行ってください。

使用済自動車を
引き渡した時

情報管理センターへの
報告

メニュー選択

引渡先事業者の入力

対象車台の選択

情報管理センターへの
報告

1.1 引渡報告 1.2 引渡報告

92
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５.  電子マニフェストによる移動報告

93ページ参照 102ページ参照
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メニュー選択画面で１.１ ボタンを
クリックすると、「引渡先事業者の入力（JPRS
1221）」画面が表示されます。

使用済自動車をフロン類回収業者に引き渡した時は、
すみやかに引渡報告を行います。

（１）引渡先事業者の入力

（Ⅰ）画面

５.１ フロン類回収業者への使用済自動車の引渡報告

使用済自動車を引き渡したフロン類回収業者を入力
します。

1 2
3

引渡報告

確認ポイント

操作ポイント

引 渡 先 フ ロ ン 類 回収 業者 の 事 業 所 コ ー ド の
確認。

引渡先のフロン類回収業者の「事業所コード」
が必要になりますので、事前に先方に確認した
うえでこれを入力します。

93
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「２.フロン類回収業者の指定」の 「事業所コー
ド」欄に引渡先フロン類回収業者の事業所コードを
入力します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

ステップ1

1

ステップ2

ボタンをクリックし、引渡先
のフロン類回収業者の事業所情報を確認したうえで

ボタンをクリックします。

2

3

事業者情報表示

対象車台選択へ

事業者情報表示半角数字12桁 2⇒ ボタンをクリックすると、
引渡先フロン類回収業者の事業所情報が表示
されます。表示された内容（事業者／事業所名、
取扱フロン類種別、郵便番号、所在地、電話
番号）を確認してください。

94

1 2
3
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ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「対象車台の選択（JPRS1222）」画面が表示され
ます。

ステップ3

3 対象車台選択へ

（Ⅲ）その他

「2.フロン類回収業者の指定」に表示された情報が
異なっていた場合は、入力した「事業所コード」を
間違えている可能性があります。 「事業所コー
ド」欄に正しいコード番号を入力し、 以降
の操作を再度行ってください。

ステップ1
1

【引き渡したフロン類回収業者の情報が違う】

95

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

1
3
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フロン類回収業者に引き渡した使用済自動車の引渡
報告を行う車台を選択・確定します。

（２）対象車台の選択

（Ⅰ）画面

確認ポイント

「対象車台の選択（JPRS1222）」画面が表示され
ますので、「２.フロン類回収業者情報」に表示された
内容について確認します。

３

操作ポイント

※ 運搬を他社に「運搬委託」した場合は、廃棄物処理
法上の「収集運搬許可番号、運搬事業者名」の
入力が必須となりますので、事前に確認しておきま
しょう。

使用済自動車の運搬方法と、フロン類回収業者
に引き渡した車台を選択・確認します。

※

１

２

• 使用済自動車の運搬方法の確認（「自社運搬、
または引渡先運搬」か、「運搬委託」か）。

• 引き渡した使用済自動車の車台番号の確認。

96

４
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※
３

１

２

• 自社、または引渡先事業者が運搬した場合は、
をクリックして

ください。
• 自社、または引渡先事業者以外の運搬業者に運搬を

委託した場合は、 をクリックして
ください。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

「３.運搬事業者情報」で、使用済自動車をフロン類
回収業者に引き渡した運搬方法を指定します。

ステップ1 ステップ2

「４.引取報告済車台の一覧」に、実車装備確認で、
「フロン類装備有り」として引取報告を行った車台が
一覧表示されています。その中から、引渡報告を行う
車台を選択し、 「引渡報告対象選択」欄にチェック
します。

2

3

⇒ を指定した場合、「廃棄物
処理法上の収集運搬許可番号」（半角数字10～
11文字）と「運搬事業者名」（全角）を、
それぞれ入力してください。（入力必須）

１

2

※

運搬委託

運搬委託

自社運搬、又は引渡先運搬
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５.  電子マニフェストによる移動報告

※ 自社と引渡先事業者を管轄する自治体が異なる場合、
運搬業者は双方の自治体の収集運搬許可を有することが
必要です。この場合、電子マニフェストシステムには
自社が所在する自治体の収集運搬許可番号を入力して
ください。
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入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの報告（JPRS1223）」画面が表示
されます。

ステップ3

４ 引渡先確定

４

（Ⅲ）その他

ボタンをクリックせずに操作の
途中で ボタンをクリックした
場合は、入力内容は保存されません。

４ 引渡先確定
メニューに戻る 引 き 渡 す 使 用 済 自動 車の フ ロ ン 類 種 別 が 、

「４.引取報告済車台の一覧」に表示されている
「フロン類種別」と異なる場合、メニュー画面
４.２ ボタンで、フロン類種別を修正
してください。

フロン類種別が実車と異なっている

装備修正

98

OK
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（３）情報管理センターへの報告

（Ⅰ）画面

使用済自動車をフロン類回収業者に引き渡した時は、
すみやかに情報管理センターに報告します。

確認ポイント

「情報管理センターへの報告（JPRS1223）」画面
が表示されます。

操作ポイント

２

3

１

引渡報告を行う車台が間違いないことを再度確
認し、情報管理センターへ報告します。

引き渡した使用済自動車の車台番号の再確認。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「２.引渡先確定済車台の一覧」で引渡先事業者／事
業所名と、引き渡した使用済自動車の車台番号、型式、
車名を再度確認します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

ステップ1 ステップ2

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

1 センターへ報告

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P74参照）が表示され、使用済自動車の
「引渡報告」が完了します。

ステップ3

OK
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

A. 間違いのあった車台を選択し、 「確定取消」
欄にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定
取消」をする場合は を、再確認する場合は

を選択します。
C. を 選 択 す る と 、 取 り 消 さ れ た 車 台 は

「２.引渡先確定済車台の一覧」より削除されます。

「2.引渡先確定済車台の一覧」で引渡先事業者／
事業所名と、引き渡した車台番号、型式、車名を再度
確認した際に間違いがあった場合は、情報管理セン
ターへの報告を行わず、以下の操作を行ってください。

（Ⅲ）その他

確定取消

2

OK

OK
キャンセル

作業を一時的に止めたい場合は

ボタンをクリックします。これで引渡先確定を
行った車台の情報は保存され、メニュー選択画
面に戻ります。

ア）引き渡す車台を追加選択する場合は、

１.１ ボタンを選択してください。

イ）後になって情報管理センターへの報告を行
おうとする場合は、1.2 ボタン
を選択すると、この画面が表示されます。
こ れ ま で に 引 渡 先 確 定 を 行 っ た 車 台 の
引渡報告を行ってください。

作業を一時的に止めたい
メニューに戻る

引渡報告

２

【確定取消】

3

確定済車台
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

使用済自動車を引き渡した解体業者を入力します。

「フロン類装備」が「無」の使用済自動車の引渡しは
解体業者へ行います。
使用済自動車を解体業者に引き渡した時は、すみやか
に引渡報告を行います。

５.２ 解体業者への使用済自動車の引渡報告

（１）引渡先事業者の入力

確認ポイント

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で１.３ ボタンをクリッ
クすると、「引渡先事業者の入力（JPRS1231）」
画面が表示されます。

引渡報告

操作ポイント

引渡先解体業者の事業所コードの確認。

引渡先の解体業者の「事業所コード」が必要に
なりますので、事前に先方に確認したうえでこ
れを入力します。

１ ２

３
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

⇒ ボタンをクリックすると、
引渡先解体業者の事業所情報が表示されます。
表示された内容（事業者／事業所名、郵便番
号、所在地、電話番号）を確認してください。

「２.解体業者の指定」の 「事業所コード」欄に
引渡先解体業者の事業所コードを入力します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

ステップ1 ステップ2

ボタ ンをク リック 、引 渡先 の
フロン類回収業者の事業所情報を確認したうえで

ボタンをクリックします。

２ 事業者情報表示１

３ 対象車台選択へ

２ 事業者情報表示

ボタンをクリックすると、「対象
車台の選択（JPRS1232）」画面が表示されます。

ステップ3

３ 対象車台選択へ

（Ⅲ）その他

「２.解体業者の指定」に表示された情報が異なってい
た場合は、入力した「事業所コード」を間違えている
可能性があります。 「事業所コード」欄に正しい
コード番号を入力し、 以降の操作を再度
行ってください。

ステップ1
1

半角数字12桁

【引き渡した解体業者の情報が違う】
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入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

１ ２

３
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（２）対象車台の選択

解体業者に引き渡した使用済自動車の引渡報告を行う
車台を選択・確定します。

確認ポイント

（Ⅰ）画面

「対象車台の選択（JPRS1232）」画面が表示され
ますので、「２.解体業者情報」に表示された内容に
ついて確認します。

操作ポイント

※ 運搬を他社に「運搬委託」した場合は、廃棄物処理
法上の「収集運搬許可番号、運搬事業者名」の
入力が必須となりますので、事前に確認しておきま
しょう。

使用済自動車の運搬方法と、解体業者に引き渡
した車台を選択・確定します。

※ ３

１

２

• 使用済自動車の運搬方法の確認。
（「自社運搬、または引渡先運搬」か、「運搬

委託」か）
• 引き渡した使用済自動車の車台番号の確認。

4
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

⇒ を指定した場合、「廃棄物
処理法上の収集運搬許可番号」（半角数字10
～11文字）と「運搬事業者名」（全角）を、
それぞれ入力してください。（入力必須）

「３.運搬事業者情報」で、使用済自動車を解体業者
に引き渡した運搬方法を指定します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

ステップ1 ステップ2

「４.引取報告済車台の一覧」に、実車装備確認で
「フロン類装備無し」として引取報告を行った車台が
一覧表示されています。その中から、引渡報告を行う
車台を選択し、 「引渡報告対象選択」欄にチェック
します。

３

• 自社、または引渡先事業者が運搬した場合は、
を ク リ ッ ク し て

ください。
• 自社、または引渡先事業者以外の運搬業者に運搬を

委託した場合は、 をクリックして
ください。

2

１

2

※

自社運搬、又は引渡先運搬

※ ３

運搬委託

運搬委託
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの報告（JPRS1233）」画面が表示
されます。

ステップ3

４ 引渡先確定

（Ⅲ）その他

４ 引渡先確定
メニューに戻る

ボタンをクリックせずに操作の
途中で ボタンをクリックした
場合は、入力内容は保存されません。

4
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（３）情報管理センターへの報告

使用済自動車を解体業者に引き渡した時は、すみやか
に情報管理センターに報告します。

確認ポイント

（Ⅰ）画面

「情報管理センターへの報告（JPRS1233）」画面
が表示されます。

操作ポイント

２

3

１

引き渡した使用済自動車の車台番号の再確認。

引渡報告を行う車台が間違いないことを再度確
認し、情報管理センターへ報告します。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

「２.引渡先確定済車台の一覧」で引渡先事業者／事
業所名と、引き渡した使用済自動車の車台番号、型式、
車名を再度確認します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

ステップ1 ステップ2

1 センターへ報告

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P74参照）が表示され、使用済自動車の
「引渡報告」が完了します。

ステップ3

OK

108
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

A. 間違いのあった車台を選択し、 「確定取消」
欄にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定
取消」をする場合は を、再確認する場合は

を選択します。
C. を 選 択 す る と 、 取 り 消 さ れ た 車 台 は

「２.引渡先確定済車台の一覧」より削除されます。

「2.引渡先確定済車台の一覧」で引渡先事業者／
事業所名と、引き渡した車台番号、型式、車名を再度
確認した際に間違いがあった場合は、情報管理セン
ターへの報告を行わず、以下の操作を行ってください。

（Ⅲ）その他

確定取消

OK

キャンセル

作業を一時的に止めたい場合は

ボタンをクリックします。これで引渡先確定を
行った車台の情報は保存され、メニュー選択画
面に戻ります。

ア）引き渡す車台を追加選択する場合は、

１.3 ボタンを選択してください。

イ）後になって情報管理センターへの報告を行
おうとする場合は、1.4 ボタン
を選択すると、この画面が表示されます。
これまでに引渡先確定を行った車台の引渡
報告を行ってください。

作業を一時的に止めたい
メニューに戻る

引渡報告

確定済車台

3

2

【確定取消】

OK
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

６.  状況の表示

引取業者の状況の表示（確認通知）と対応について
説明します。

（Ⅰ）確認通知の発生時期

自社が引取報告を行った後 自社が30日以内に 使用済自動車の「引渡報告」を
行わなかった場合

自社が引渡報告を行った後 引渡先が5日以内に 使用済自動車の「引取報告」を
行わなかった場合

※ 確認通知までの期間は、移動報告日から起算して計算（土日、祝日等も含む）

（Ⅱ）確認通知発生の有無の確認

1）確認通知が発行されていない時
（通常画面）

確認通知

2）確認通知が発行された時

確認通知

110

引取工程では、以下のような場合に、確認通知が
情報管理センターからなされます。

移動報告等の作業の有無に係らず、メニュー選択
画面については毎日開き、確認通知の発生状況を
確認するようにしてください。

通常、メニュー選択画面の「２.状況の表示」欄に
赤字の表示はなく ボタンはクリックできま
せん。

「２.状況の表示」欄の確認通知が発行された箇所に、
「×件の確認通知が発生しています」と、赤字で
表示され、 ボタンがクリックできる状態に
なります。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

詳しくは次ページ以降をご覧ください

自治体への遅延報告の通知

確認通知が発行された後、以下の期間経過しても移動報告が行われなかった場合、情報管理センターは都
道府県等へ遅延報告を自動的に送付し、都道府県等は必要に応じて適切な措置を講ずるよう勧告・命令を
行います。

自社が使用済自動車の「引渡報告」を行わなかった場合 確認通知発行日＋10日

引渡先が使用済自動車の「引取報告」を行わなかった場合 確認通知発行日＋３日

１）引渡しと運搬状況の確認

自社が引渡先へ使用済自動車を本当に引き渡している
か否かについて、運搬状況を含めて確認してください。

２）自社が引き渡していなかった場合

使用済自動車を引き渡していなかった場合は、使用済
自動車を引き渡し、引渡先にて引取報告を行うよう
要請してください。

（Ⅲ）確認通知発生時の対応

確認通知が発生している欄の ボタンを
クリックして、移動報告の未実施状況を確認のうえ、
すみやかに対応してください。

確認通知

３）自社が引渡済の場合

使用済自動車を引渡済の場合は、引渡先の状況（不適
正処理がないか）を確認のうえ、引渡先にて引取報告
を行うよう要請してください。

４）メニューごとの画面表示

メニューごとの ボタンは、確認通知が
発行されていなければ、非活性（ボタンをクリック
できない状態）です。
「確認通知」が発行されると、メニュー上に赤字で
確認通知の発生件数を表示すると共に、ボタンが操作
できる状態となります。
次ペ ージ 以降 でメ ニュ ーごと の画 面表 示を 説 明
します。メニュー選択画面上の各メニューの左側に
記載されている「２.１」などの番号順に説明します。

確認通知

特に、自社が引渡報告済みで、引渡先が引取報告を
行っていない場合、以下の手順で対応してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

６.１ 確認通知の閲覧
（フロン類回収業者への使用済自動車引渡報告の未実施状況）

使用済自動車の引取報告を行った後、「30日以内」
にフロン類回収業者へ使用済自動車の引渡報告を行わ
なかった場合、メニュー選択画面に「確認通知」を
発行した旨が表示されますので、右記の点を確認して
ください。

確認ポイント

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で２.１ ボタンをクリッ
クすると、「対象車台の確認（JMDS1220）」画面
が表示されます。

確認通知

1

２

• 自社で引取報告を行った使用済自動車のうち、
確認通知が発行されている車台を確認。

• 使用済自動車の有無を確認のうえ、必要に
応じてすみやかに引渡報告を実施。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「 「２.引渡報告遅延車台の一覧」に、引渡報告が
遅延となっている車台が表示されますので、これを
確認します。

（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ１～２＞

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る２

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発行日より10日以内に移動報告が行わ
れなかった場合、情報管理センターより自動的に自社
を管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

⇒ 該当車両の引渡しの有無を確認し、必要に応じ
てすみやかにフロン類回収業者への引渡しと
引渡報告を行ってください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

６.２ 確認通知の閲覧（解体業者への使用済自動車引渡報告の未実施状況）

使用済自動車の引取報告を行った後、「30日以内」
に解体業者へ使用済自動車の引渡報告を行わなかった
場合、メニュー選択画面に「確認通知」を発行した旨
が表示されますので、右記の点を確認してください。

確認ポイント

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で２.２ ボタンをクリッ
クすると、「対象車台の確認（JMDS1230）」画面
が表示されます。

確認通知

• 自社で引取報告を行った使用済自動車のうち、
確認通知が発行されている車台を確認。

• 使用済自動車の有無を確認のうえ、必要に
応じてすみやかに引渡報告を実施。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「 「２.引渡報告遅延車台の一覧」に、引渡報告が
遅延となっている車台が表示されますので、これを
確認します。

（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ１～２＞

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る２

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より10日以内に移動報告が行わ
れなかった場合、情報管理センターより自動的に自社
を管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

⇒ 該当車両の有無を確認し、必要に応じてすみや
かにフロン類回収業者への引渡しと引渡報告を
行ってください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

使用済自動車の引渡報告を行った後、引渡先のフロン
類回収業者が「5日以内」に使用済自動車の引取報告
を行わなかった場合、メニュー選択画面に「確認
通知」を発行した旨が表示されます。右記の点を確認
してください。

確認ポイント

※ 使用済自動車がフロン類回収業者に引き渡された
ことが確認された場合、フロン類回収業者に「引取
報告」を行うよう要請します。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で２.３ ボタンをクリッ
クすると、「対象車台の確認（JMDS1120）」画面
が表示されます。

確認通知

• 自社で引渡報告を行った使用済自動車のうち、
確認通知が発行されている車台を確認。

• 自社がフロン類回収業者へ使用済自動車を
引き渡したか否か、使用済自動車が確実に
フロン類回収業者へ引き渡されたか否か、
引渡先の状況（不適正処理がないか）を確認。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「 「２.引取報告遅延車台の一覧」に、引渡先事業
者の引取報告が遅延となっている車台が表示されます
ので、これを確認します。

（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ１～２＞

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る２

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より3日以内に移動報告が行われ
なかった場合、情報管理センターより自動的に自社を
管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

⇒ 引渡先のフロン類回収業者に該当車両の引取り
の有無を確認し、必要に応じてすみやかに引取
報告を行うよう、要請してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

使用済 自動車 の引 渡報 告を行 った後 、引 渡先 の
解体業者が「５日以内」に使用済自動車の引取報告を
行わなかった場合、メニュー選択画面に「確認通知」
を発行した旨が表示されます。右記の点を確認して
ください。

確認ポイント

※ 使用済自動車が解体業者に引き渡されたことが確認
された場合、解体業者に「引取報告」を行うよう
要請します。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で２.４ ボタンをク
リックすると、「対象車台の確認（JMDS1130）」
画面が表示されます。

確認通知

• 自社で引渡報告を行った使用済自動車のうち、
確認通知が発行されている車台を確認。

• 自社が解体業者へ使用済自動車を引き渡した
か否か、使用済自動車が確実に解体業者へ
引き渡されたか否か、引渡先の状況（不適正
処理がないか）を確認。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「 「２.引取報告遅延車台の一覧」に、引渡先事業
者の引取報告が遅延となっている車台が表示されます
ので、これを確認します。

（Ⅱ）確認通知が発生した場合＜ステップ１～２＞

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る２

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より３日以内に移動報告が行われ
なかった場合、情報管理センターより自動的に自社を
管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、自治
体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう勧告・
命令等を行います。

⇒ 引渡先の解体業者に該当車両の引取り有無を
確認し、すみやかに引取報告を行うよう、要請
してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

７.  取り扱った車台に関連する情報の閲覧

電子マニフェストシステムにおいては、自社が取り
扱った車台に関して以下の項目のパソコンの画面上で
閲覧することが可能です。

自社が引取報告を行った車台のうち、引渡報告が
未実施である車台を確認する場合に利用します。
使用済自動車の引渡報告が未実施の車台が表示され
ます。

７.１ 引渡報告未実施車台の閲覧

電子マニフェスト
システムログイン

引渡報告未実施車台を
確認する時

メニュー選択

引渡報告未実施
車台の一覧

3.1 車台情報
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

電子マニフェスト
システムログイン

解体通知登録済車台
の確認

引渡報告した後の移動
報告状況を閲覧する時

最終所有者の
詳細情報の確認

メニュー選択

検索条件の入力

3.2 車台情報

７.２ 解体通知の閲覧

使用済自動車の所有者は、当該車台に関する破砕業者
の引取報告等※が行われた後に、解体届出または永久
抹消登録申請することとなります。また合わせて
必要に応じ自動車重量税の還付申請を行うことに
なります。

※ 具体的には、破砕業者が解体業者から解体自動車を
引き取った際の引取報告または解体業者が解体自動車
全部利用者に解体自動車を引き渡した際の引渡報告の
ことです。

引取業者のパソコン画面には、自社が引き取った使用
済自動車に関し、破砕業者の引取報告等が行われた
時点で、電子マニフェストシステム上で、情報管理
センターから当該使用済自動車が解体された旨の通知
［解体通知］が表示されます。

引取業者は、解体通知を確認後、最終所有者に対し
解体届出または永久抹消登録および自動車重量税還付
の申請手続きを行うことが可能となった旨を連絡する
ことになりますので、日々確認を行うようにしてくだ
さい。
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「解体通知」が発行された時は、メニュー画面
上に赤文字で表示されます。すみやかに最終
所有者を確認のうえ、以下の申請手続きが可能
になったことを連絡してください。

１ ） 「 一 時 抹 消 登録 後の 解 体 届 出 」 ま た は
「永久抹消登録申請」

２）自動車重量税の還付申請

「解体通知」が発行された時

125ページ参照



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

最終所有者から引き取った車台についての問い合わせ
があった時等、後工程の移動報告状況を確認する場合
に利用します。

電子マニフェスト
システムログイン

自社の移動報告実績
の閲覧の場合

（ファイルダウンロード）

引渡報告した後の移動
報告状況を閲覧する時

メニュー選択

検索条件の入力

3.3 車台情報

後工程業者の
移動報告実施状況

の閲覧の場合

取扱車台の確認

後工程の
移動報告状況の確認

７.３ 使用済自動車に関する移動報告状況の閲覧
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

７.１ 引渡報告未実施車台の閲覧

引取報告を行った使用済自動車で、情報管理センター
への引渡報告が未実施の車台を一覧表示します。
引渡先が確定しだい、すみやかに使用済自動車の引渡
しと引渡報告を行ってください。

（１）引渡報告未実施車台の一覧

（Ⅰ）画面

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で ３ . １ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JPRS
1300）」画面が表示されます。

車台閲覧

1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅱ）引渡報告未実施車台がある場合 ＜ステップ１～２＞

ステップ1 ステップ2

表示された車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

メニューに戻る1

※ 引渡報告未実施車台がない場合、「該当がありません
でした。」と表示されます。

⇒ 使用済自動車の引渡しの有無を確認し、引渡
し済みであった場合は、すみやかに次事業者
への「引渡報告」を行ってください。

⇒ 「使用済自動車引渡報告」欄には、「使用済
自動車」の引渡報告実施状況が表示されます。
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1

未実施： 引渡報告が未実施で、さらに引渡先の確定
も行われていないことを表しています。

確 定 ： 引渡報告は未実施ですが、引渡先の確定ま
では行われていることを表しています。
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「２.引き取った使用済自動車のうち、引渡報告が未
実施のものの一覧」に、自社が引取報告を行った使
用済自動車のうち、引渡報告を行っていない車台が
表示されます。



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

７.２ 解体通知の閲覧

解体通知が発行された車台一覧を閲覧することが可能
です。
当年から遡って５年間が検索できます。

（１）検索条件の入力

確認ポイント

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で３.２ ボタンをクリッ
クすると、「検索条件入力（JPRS1502）」画面が
表示されます。

車台閲覧 操作ポイント

1

2

例）２０１３年４月に検索を実施した場合

２００８年１月～２０１３年４月までが対象

メ ニ ュ ー 画 面 で 「本 日の 解 体 通 知 は Ｘ 件 で
す。」の表示がある場合は「本日の解体通知」
を選択します。
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検索できるのは、検索当日（電子マニフェスト
システムへ「ログイン」した日）の５年前まで。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「２.検索条件入力」の 「解体報告記録日」欄で、
検索したい解体通知発行月を選択します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～２＞

ステップ1 ステップ2

検索したい月を選択したら、 ボタン
をクリックしてください。

対象車台検索

（Ⅲ）その他

「２.検索条件入力」の引取報告日欄で検索したい引
取報告月を選択します。
さらに、「全件」等の条件を選択し、
をクリックします。

対象車台検索

詳細は134ページ「７.３ 使用済自動車に関する移動
報告状況の閲覧」をご覧ください

2

対象車台検索

1

【引取報告日をもとに解体通知車台を検索したい場合】

1

2
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⇒ ボタンをクリックすると、
「対象車台の確認（JPRS1500）」画面が
表示されます。

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

2
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※ 検索可能期間：「確認通知」発行日より５年間



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（２）解体通知登録済車台の確認

「解体通知」が発行された車台を確認し、最終所有者
に対し、すみやかに解体届出・永久抹消登録申請等
および自動車重量税の還付申請手続きが可能になった
ことを連絡してください。

確認ポイント

（Ⅰ）画面

「対象車台の確認（JPRS1500）」画面が表示され
ます。

操作ポイント

1

後工程の移動報告況確認（JMES1130）
画面が表示されます。

「解体報告記録日」の順に表示（古いものが上
に来る）されます。

「引取報告時」に入力した「最終所有者情報」
を閲覧できます。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「２.解体通知発行状況の一覧」の中より、確認する
「最終所有者名」の ボタンをクリック

します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～２＞

ステップ1 ステップ2

最終所有者の「詳細情報（JPRS1501）」画面が
表示されます。1

解体通知が発行された車台の最終所有者情報を確認
します。

詳細

「解体通知」が発行された車台を確認し、最終所有者
に対し、すみやかに以下の申請手続きが可能になった
ことを連絡してください。
１）解体届出または永久抹消登録申請
２）自動車重量税の還付申請

※ 車検証の残存期間が１月未満で自動車重量税還付が
ない車台についても、解体届出・永久抹消登録申請を
国土交通省または軽自動車検査協会に行う必要があり
ます。
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最終所有者情報を確認する

最終所有者への連絡

1
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※ 引取業者自身が当該車台の引取報告の際に入力した
情報が表示されます。入力されなかった場合は表示され
ません。



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

検索する条件を変更して再検索を行う場合は、以下の
操作を行ってください。

検索条件再入力

検索条件再入力

【検索条件を変える】

（Ⅲ）その他

129

A. ボタンをクリックします。

B. ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「検索条件入力（JPRS1502）」画面に戻りま
すので再度、検索方法を入力してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

情報管理センターに依頼し、この画面に表示された
内容が記載された書類を、郵送にて受け取ることが
できます。有料です。

OK
キャンセル

※ 料金は変更する場合がございます。
料金については自動車リサイクルシステム（JARS）
ホームページでご覧ください。

OK

【画面の表示内容が記載された書類の郵送を依頼する場合：有料】
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A. 書類郵送依頼（有料）ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「書類郵送
依頼」をする場合は を、依頼しない場合は

を選択します。
B. を選択すると、「情報管理センターへの

申 請 が 完 了 し ま し た （ JPRS0000 ） 」 画 面
（P74参照）が表示されます。

C. 申請日より１週間程度で、情報管理センターより
郵送されます。
料金は840円（税別）となっており、配達の際に
徴収いたしますので、ご了承ください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（３）最終所有者の詳細情報の確認

引取報告の際に入力した最終所有者の情報を修正する
場合は、引渡報告を行う前に修正することが可能です。
最終所有者の詳細情報は、使用済自動車の解体通知
発行後の最終所有者への連絡時に必要となりますので、
内容を確認のうえ、必要に応じて修正を行ってくだ
さい。

（Ⅰ）画面

「 最 終 所 有 者 の 詳 細 情 報 の 確 認 ・ 修 正 （ JPRS
1301）」画面が表示されます。

操作ポイント

1 2

45
3
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引取報告実施時に入力された情報を削除したう
えで修正して入力してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

修正箇所がある場合は、修正を行う項目のテキスト
ボックスをクリックし、適宜修正してください。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

ステップ1 ステップ2

修正箇所の入力した内容を再度確認し、間違いがなけ
れば ボタンをクリックしてください。

ボタンをクリックすると、修正した内容で
最終所有者の修正情報が保存されます。

1
住所呼出2

3

保存4
保存4

ステップ3

ボタンをクリックすると、「対象
車台の確認（JPRS1300）」画面に戻り、最終所有
者の詳細情報の修正が完了します。

5 前画面に戻る

132

住所呼出ボタンについて

⇒ 「郵便番号」欄に郵便番号を入力し、
ボタンをクリックすると、郵便

番号に該当する市町村名が 「住所」欄に
表示されますので、表示された後にカーソルを
置き、続いて入力してください。

1 2

45
3
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅲ）その他

• フロン類回収業者、解体業者への引渡報告を
行った後は、最終所有者の詳細情報の修正は
できません。引渡報告を行う前に、最終所有
者の詳細情報を確認してください。

• ボ タ ン を ク リ ッ ク し な い で 、
ボタンをクリックした場合は、

入力内容が保存されません。
• 最終所有者名が入力されていない場合は、

ボタンをクリックしても入力内容が
保存されません。

保存

保存

前画面に戻る
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

７.３ 使用済自動車に関する移動報告状況の閲覧

自社が使用済自動車の引取・引渡報告を行った車台
一覧の閲覧は、車台一覧が記載された電子ファイルを
取得（ダウンロード）することで行います。
年月を指定し、車台一覧を取得（ダウンロード）
します。

（１）検索条件の入力

（Ⅰ）画面

１）自社の移動報告実績の閲覧

自社が引渡報告を行った車台に関して後工程の事業者
による移動報告の実施状況を確認する場合は、車台
番号で個別検索します。

２）車台ごとの移動報告実施状況の閲覧

メニュー選択画面で３.３ ボタンをクリッ
クすると、「検索条件入力（JMES1110）」画面が
表示されます。

車台閲覧 操作ポイント

3

5

※ 4

2
1

使用目的に合わせて、「2.移動報告実績のダウ
ンロード」または、「3.検索条件入力」のいず
れかを選択します。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「２.移動報告実績のダウンロード」の中より、該当
するボタンをクリックします。

引取報告実績をダウンロードする：年月を指定し引取
報告実績の ボタンをクリックします。

引渡報告実績をダウンロードする：年月を指定し引渡
報告実績の ボタンをクリックします。

※ 「ダウンロード」のみで作業を終了する場合は、
ボタンをクリックしてください。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞

１）自社の移動報告実績の閲覧

指定した年月の1日から月末日、当月の場合は当日
までの「引取報告」、「引渡報告」の実績をダウン
ロードする場合は、以下の手順で操作します。

ステップ1 ステップ2

または の ボタンをクリックする
と、ダウンロード画面が表示されます。

1 ダウンロード

2

2

ダウンロード

1 ダウンロード

画面に従って、ファイルを保存してください。

ステップ3

メニューに戻る
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2
1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２）車台ごとの移動報告実施状況の閲覧

電子マニフェストシステム上で車台を特定して検索
する場合、または解体通知未受領分車台の一覧を検索
する場合は、以下の手順で操作します。

車台番号（職権打刻含む）、登録番号・車両番号
（職権打刻含む）または移動報告番号を入力し、車台
を特定することが必要です。

「３.検索条件入力」の中より、 検索方法を選択
します。

ステップ1 ステップ2

該当する検索方法を選択したら、 入力欄に必要
事項（検索条件）を入力します。

43

検索条件を入力したら、 ボタンを
クリックしてください。

ステップ3

5 対象車台検索 5 対象車台検索

【車台を特定して検索】
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⇒ ボタンをクリックすると、
「自社取扱車台の確認（JMES1120）」画面
が表示されます。

3

5

4
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

前画面で検索した車台が自社が取り扱った車台であれ
ば、最終所有者・引渡先事業者（後工程事業者）の
情報が表示されますので、これを確認します。

（２）取扱車台の確認

（Ⅰ）画面

「自社取扱車台の確認（JMES1120）」画面が表示
されます。

1

「２.取扱車台の一覧」には、自社で取り扱った車台
の最終所有者名、後工程事業者が表示されます。
表示された内容（車台番号、引取報告日、最終所有者
名、引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、引渡先
引取報告日）を確認したうえで、 ボタンを
クリックします。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

ステップ1

1 閲覧
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⇒「後工程の移動報告状況確認（JMES1130）」
画面が表示されます。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅲ）その他

検索する条件を変更して再検索を行う場合は、以下の
操作を行ってください。

検索条件再入力

【検索条件を変える】

138

A. ボタンをクリックすると、「検索
条件入力（JMES1110）」画面が表示されます。
再度、検察方法を選択し、検索条件を入力してく
ださい。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅰ）画面

後工程事業者による移動報告の実施状況が表示され
ます。

（３）後工程の移動報告状況の確認

1

139

操作ポイント

自社で使用目的、最終所有者の要望にあわせて
画面の印刷をお勧めします。

「後工程の移動報告状況確認（JMES1130）」画面
が表示されます。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

「２. ボタンをクリックすると、「最終所有者
の詳細情報（JPRS1501）」画面が表示されます。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

「２.対象車台移動報告状況確認」の「報告状況」欄に
移動報告実施の有無が表示されます。

ステップ1

1 詳細

【最終所有者情報を確認したい場合】

140

1

引取・引渡報告が実施済みの場合：
「報告済」で表示します。

引取・引渡報告が未実施の場合 ：
「－」で表示します。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

A. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「書類郵送
依頼」をする場合は を、依頼しない場合は

を選択します。
B. を選択すると、「情報管理センターへの

申 請 が 完 了 し ま し た （ JPRS0000 ） 」 画 面
（P84参照）が表示されます。

C. 申請日より１週間程度で、情報管理センターより
郵送されます。
料金は840円（税別）となっており、配達の際に
徴収いたしますので、ご了承ください。

（Ⅲ）その他

情報管理センターに依頼し、この画面に表示された
内容が記載された書類を、郵送にて受け取ることが
できます。有料です。

OK
キャンセル
OK

【画面の表示内容が記載された書類の郵送を依頼する場合：有料】

書類郵送依頼（有料）

141

※ 料金は変更する場合がございます。
料金については自動車リサイクルシステム（JARS）
ホームページでご覧ください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

８.   装備情報の修正

使用済自動車の預託確認・引取報告の際に装備情報を
間違って入力した場合は、以下のように修正すること
が可能です。

８.１ 自社による引渡報告前の修正

フロン類装備を修正する時

電子マニフェスト
システムログイン

（２）フロン類種別の修正

使用済自動車の引取報告を行った後、引渡報告を行う
までの間であれば、フロン類種別を以下の手順で修正
することが可能です。

フロン類装備の修正については「有」から「無」
および「無」から「有」を以下の手順で修正すること
が可能です。

特に、フロン類装備を「無」から「有」に修正する
場合は、フロン類のリサイクル料金が預託済みである
ことが必要です。フロン類のリサイクル料金が未預託
な車台のフロン類装備を「無」から「有」に修正する
場合は、まず引取報告を取り消し、フロン類のリサイ
クル料金を預託し、預託確認・引取報告を行うことと
なります。

メニュー選択

修正対象車台の選択

情報管理センターへの
修正申請

フロン類種別を修正する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

修正対象車台の選択

情報管理センターへの
修正申請

（１）フロン類装備の有無の修正

142

4.1 装備修正 4.2 装備修正
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（３）エアバッグ類装備の有無の修正

エアバッグ類装備情報が
実車と異なっていた時

電子マニフェスト
システムログイン

エアバッグ類装備の修正については「有」から「無」
および「無」から「有」を以下の手順で修正すること
が可能です。

メニュー選択

修正対象車台の選択

情報管理センターへの
修正申請

特に、エアバッグ類装備を「無」から「有」に修正
する場合は、エアバッグ類のリサイクル料金が預託済
みであることが必要です。エアバッグ類のリサイクル
料金が未預託な車台のエアバッグ類装備を「無」から
「有」に修正する場合は、まず引取報告を取り消し、
エアバッグ類のリサイクル料金を預託し、預託確認・
引取報告を行うこととなります。
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4.3 装備修正
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（１）フロン類回収業者からの依頼による
フロン類種別の修正

（２）解体業者からの依頼によるエアバッグ
類装備の有無の修正

自社が引渡報告を行い、解体業者が引取報告を行って
いない使用済自動車のエアバッグ類の装備の有無を
以下の手順で修正することが可能です。

自社が引渡報告を行い、フロン類回収業者が引取報告
を行った使用済自動車のフロン類種別を以下の手順で
修正することが可能です。

ただし、当該フロン類回収業者が回収できないフロン
類種別への修正はできません。

情報管理センター
への修正申請

情報管理センターへの
修正申請

８.２ 自社による引渡報告後に次工程事業者からの依頼による修正

自社が引渡報告を行った使用済自動車のフロン類・
エアバッグ類装備情報については、フロン類回収
業者・解体業者からの依頼に基づき修正することが
可能です。

フロン類回収業者からの依頼に基づきフロン類の装備
情報を修正するには、当該フロン類回収業者による
引取報告が行われていることが必要です。

解体業者からの依頼に基づきエアバッグ類の装備情報
を修正するには、当該解体業者による引取報告が行わ
れていないことが必要です。

フロン類回収業者からの
依頼に基づきフロン類の

種別を修正する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

修正依頼を受けた
フロン類回収業者の指定

修正対象車台の選択

解体業者からの依頼に基づき
エアバッグ類の装備の有無を

修正する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

修正対象車台の選択

修正依頼を受けた
解体業者の指定
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4.４ 装備修正 4.５ 装備修正
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（１）フロン類、エアバッグ類の装備情報の
修正

自社で引取報告を行った車台についてフロン類、エア
バッグ類の追加預託が必要な装備情報の修正を以下の
手順で行います。

コンタクトセンターへ
郵送

８.３ 装備（フロン類、エアバッグ類）の追加預託が必要な装備修正

フロン類、エアバッグ類のリサイクル料金が未預託の
車台の装備情報を変更する場合、当該車台の電子マニ
フェストを取り消す必要があります。

追加預託が必要なフロン類・
エアバッグ類の装備情報を

修正する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

修正対象車台の選択

申請書出力
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4.６ 装備修正
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

８.１ 自社による引渡報告前の修正

使用済自動車の引取報告を行った後、引渡報告を行う
までの間であれば、フロン類の装備の有無を修正する
ことが可能です。

１）修正対象車台の選択

フロン類装備の有無の修正を行う車台を選択します。

（Ⅰ）画面

確認ポイント

メニュー選択画面で４.１ ボタンをクリッ
クすると、「対象車台の選択（JPCS1721）」画面
が表示されます。

装備修正

1

• フロン類回収業者への引渡報告が完了してい
ない車台であること。

• フロン類装備の修正を行う使用済自動車のフ
ロン類装備の再確認。

• フロン類装備を「無」から「有」へ修正する
場合
⇒ フロン類リサイクル料金の預託の「有

無」の確認。

（１）フロン類装備の有無の修正
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～2＞

「２.修正対象車台の一覧」に、自社が引取報告を
行った車台のうちフロン類リサイクル料金が預託済の
車台一覧が表示されます。
その中から、情報（車台番号、型式、車名、フロン類
装備、フロン類種別）を確認し、フロン類の装備の
有無を修正する車台の ボタンをクリック
します。

ステップ1 ステップ2

ボタンをクリックすると、「情報管理
センターへの申請（JPCS1722）」画面が表示され
ます。

1 選択

1 選択

フロン類装備を「無」から「有」へ修正する場
合、フロン類リサイクル料金が預託済であるが
必要です。

フロン類リサイクル料金が未預託の車台は一覧
に表示されません。

フロン類リサイクル料金が未預託の場合
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フロン類装備を「無」から「有」へ修正する場合

1
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フロン類リサイクル料金が未預託の車台のフロ
ン類装備を、「無」から「有」に修正する場合
は、「8.3装備（フロン類、エアバッグ類）の追
加 預託が必要な装備」（171ページ）を参照
してください。



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

？

（Ⅲ）その他

こんな時

⇒ まず引取業者の「引渡報告」を取り消し
て フ ロ ン 類 装 備 の 修 正 を 行 っ て く だ
さい。

⇒ まず、フロン類回収業者の「引取報告」
を取り消し、その後、引取業者の「引渡
報告」を取り消してフロン類装備の修正
を行ってください。
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使用済自動車の引渡報告後フロン類回収業者から、
フロン類回収業者が引取報告を行う前の車台に
ついてフロン類装備の有無が間違っているとの
連絡が入った場合。

フロン類回収業者から、フロン類回収業者が引
取報告を行った後の車台についてフロン類の装
備の有無が間違っているとの連絡が入った場合。

第 章 使用済自動車引取時以外の
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4
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

1. フロン類の有無を確認しなかった

２）情報管理センターへの修正申請

選択した車台のフロン類の装備情報の修正理由を入力
し、情報管理センターへ修正申請を行います。
引取報告時にフロン類装備の有無を間違えた理由を、
正しく申告してください。
フロン類の装備を「無」から「有」に修正する場合は、
フロン類種別の選択が必要です。

（Ⅰ）画面

「情報管理センターへの申請（JPCS1722）」画面
が表示されます。

3

2

1

※
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

1. フロン類の有無を確認しなかった

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～4＞

「２.修正対象車台情報」に、フロン類の装備情報を
修正する車台が表示されています。
表示された内容（車台番号、型式、車名、フロン類
装備）を確認してください。

ステップ1 ステップ2

「３.修正理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックして修正理由を選択してく
ださい。

1

2

※

全角100字まで
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⇒ 「フロン類装備」欄には修正する内容が表示
されます。

１）「修正前」・「修正後」の内容を確認してくだ
さい。

２） フロン類種別で、CFCまたはHFCの正しい
ほうを選択してください。

⇒ 「その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。
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2

1

※



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

1. フロン類の有無を確認しなかった

（Ⅲ）その他

【情報管理センターへの修正申請後の当該車台の
引渡報告について】

情報管理センターは、引取業者からの修正申請に基づ
き、該当する車台の電子マニフェストシステム上の
実車装備情報を修正しますので、該当車台の引渡報告
が可能になります。
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ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

OK キャンセル

修正申請実行 を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P84参照）が表示され、フロン類装備の
有無の「実車装備情報修正の申請」が完了します。

OK3

ステップ3 ステップ4

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

第 章 使用済自動車引取時以外の
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3

2

1

※



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

使用済自動車の引取報告を行った後、引渡報告を行う
までの間であれば、フロン類種別を修正することが
可能です。

１）修正対象車台の選択

フロン類種別の修正を行う車台を選択します。

（Ⅰ）画面

確認ポイント

メニューで４.２ ボタンをクリックすると、
「対象車台の選択（JPCS1723）」画面が表示され
ます。

装備修正

1

（2）フロン類種別の修正
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• フロン類回収業者への引渡報告が完了して
いない車台であること。

• フロン類種別の修正を行う使用済自動車の
フロン類種別の再確認。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～3＞

1

「２.修正対象車台の一覧」に、自社が引取報告を
行った車台のうちフロン類装備を「有」とした車台の
一覧が表示されます。

ステップ1 ステップ2

「２.修正対象車台の一覧」より、車台の情報（車台
番号、型式、車名、フロン類種別）を確認したうえで、
フロン類種別を修正する車台の ボタンを
クリックします。

ボタンをクリックすると、「情報管理セン
ターへの申請（JPCS1724）」画面が表示されます。

ステップ3

1 選択

1 選択
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２）情報管理センターへの修正申請

選択した車台のフロン類種別情報の修正理由を入力し、
情報管理センターへ修正申請を行います。

（Ⅰ）画面

「情報管理センターへの申請（JPCS1724）」画面
が表示されます。

2
1

※

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～4＞

「２.修正対象車台情報」に、フロン類種別を修正する
車台が表示されています。
表示された内容（車台番号、型式、車名、フロン種類
別）を確認してください。

ステップ1 ステップ2

「３.修正理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックして修正理由を選択して
ください。

1

※

全角100字まで
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⇒ 「フロン種類別」欄には修正する内容が表示
されます。
「修正前」「修正後」の内容を確認してくだ
さい。

⇒ 「その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅲ）その他

【情報管理センターへの修正申請後の当該車台の引渡報告について】

情報管理センターは、引取業者からの修正申請に基づ
き、該当する車台の電子マニフェストシステム上の
実車装備情報を修正しますので、該当車台の引渡報告
が可能になります。

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

OK キャンセル

修正申請実行 を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P84参照）が表示され、フロン類装備の
有無の「実車装備情報修正の申請」が完了します。

OK2

ステップ3 ステップ4
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入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

2
1

※
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

使用済自動車の引取報告を行った後、引渡報告を行う
までの間であれば、エアバッグ類装備の有無を修正す
ることが可能です。

１）修正対象車台の選択

エアバッグ類装備の有無の修正を行う車台を選択し
ます。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で４.３ ボタンをクリッ
クすると、「対象車台の選択（JPCS1731）」画面
が表示されます。

装備修正

確認ポイント

1

エアバッグ類装備を「無」から「有」へ修正す
る場合。

フロン類回収業者、または解体業者への引渡報
告が完了していない車台であること。
エアバッグ類装備の修正を行う使用済自動車の
エアバッグ類装備の再確認。

⇒ エアバッグ類のリサイクル料金預託の
「有無」の確認。
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（3）エアバッグ類装備の有無の修正



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

1

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～２＞

「２.修正対象車台の一覧」に、自社が引取報告を
行った車台のうちエアバッグ類リサイクル料金が預託
済みの車台一覧が表示されます。
その中から車台の情報（車台番号、型式、車名、エア
バッグ類装備）を確認し、エアバッグ類装備の有無を
修正する車台の ボタンをクリックします。

ステップ1 ステップ2

ボタンをクリックすると、「情報管理セ
ンターへの申請（JPCS1732）」画面が表示されま
す。

1 選択

1 選択

エ ア バ ッ グ 類 装 備の 情報 を 修 正 す る 場 合 、
エアバッグ類リサイクル料金が預託済みである
ことが必要です。

エアバッグ類リサイクル料金が未預託の車台は
一覧に表示されません。

エアバッグ類リサイクル料金が未預託の場合
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エアバッグ類装備を「無」から「有」へ修正する場合
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エアバッグ類リサイクル料金が未預託の車台の
エアバッグ類装備を「無」から「有」に修正す
る場合は、「8.3装備（フロン類、エアバッグ
類）の追加預託が必要な装備」（171ページ）
を参照してください。



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２）情報管理センターへの修正申請

選択した車台のエアバッグ類の装備情報の修正理由を
入力し、情報管理センターへ修正申請を行います。
引取報告時にエアバッグ類装備の有無を間違えた理由
を、正しく申告してください。

（Ⅰ）画面

「情報管理センターへの申請（JPCS1732）」画面
が表示されます。

「２.修正対象車台情報」に、エアバッグ類の装備情
報を修正する車台が表示されています。
表示された内容（車台番号、型式、車名、エアバッグ
類装備）を確認してください。

ステップ1 ステップ2

「３.修正理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより修正理由を
選択します。

1

※

全角100字まで
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～2＞

⇒ 「エアバッグ類装備」欄には修正する内容が
表示されます。
「修正前」・「修正後」の内容を確認してくだ
さい。

⇒ 「その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。

2
1

※
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅲ）その他

【情報管理センターへの修正申請後の当該車台の引渡報告について】

情報管理センターは、引取業者からの修正申請に基づ
き、該当する車台の電子マニフェストシステム上の
実車装備情報を修正しますので、該当車台の引渡報告
が可能になります。

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

OK キャンセル

修正申請実行 を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P.84参照）が表示され、エアバッグ類装備の
有無の「実車装備情報修正の申請」が完了します。

OK2

ステップ3 ステップ4
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入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

2
1

※
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

フロン類回収業者への引渡報告済の使用済自動車に
ついて、フロン類回収業者からフロン類種別の修正を
依頼された場合、依頼元のフロン類回収業者を指定
したうえで、フロン類種別を修正することが可能です。

１）修正依頼を受けたフロン類回収業者の指定

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で４.４ をクリックする
と、「依頼事業者の入力（JPCS1821）」画面が
表示されます。

装備修正

８.２ 自社による引渡報告後の次工程事業者からの依頼による修正

確認ポイント

3

1 2
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• 修正依頼があったフロン類回収業者の確認。
• フロン類種別の修正を行う使用済自動車の

車台番号の確認。
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（1）フロン類回収業者からの依頼によるフロン類種別の修正



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

⇒ ボタンをクリックすると、
「対象車台の選択（JPCS1822）」画面が
表示されます。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～2＞

「２.フロン類回収業者の指定」の 「事業所
コード」欄に、修正依頼があったフロン類回収業者の
事業所コードを入力します。

ステップ1 ステップ2

1 ボタンをクリックし修正依頼元
のフロン類回収業者の事業者情報を確認したうえで、

ボタンをクリックします。

2

3

事業者情報表示

対象車台選択へ
半角数字12桁

事業者情報表示2

対象車台選択へ3

（Ⅲ）その他

当該フロン類回収業者が回収できないフロン類種別へ
の修正はできませんので、修正を依頼された時は以下
の手順で対応してください。

①当該フロン類回収業者に引取報告の取消を行うよう
要請してください。

③フロン類種別を修正したうえで、当該フロン類種別
の回収が可能なフロン類回収業者に引渡報告を行って
ください。

②当該フロン類回収業者に引き渡した車台を回収した
後で自社が行った引渡報告の取消を行ってください。

⇒ ボタンをクリックすると、
修正依頼元のフロン類回収業者の事業所情報が
表示されます。表示内容（事業者／事業所名、
郵便番号、所在地、電話番号）を確認してくだ
さい。
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入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

3

1 2
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4

８.   装備情報の修正

詳しくは175ページをご覧ください



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２）修正対象車台の選択

フロン類種別の修正を行う車台を選択します。

（Ⅰ）画面

確認ポイント

「対象車台の選択（JPCS1822）」画面であること
と、「２.依頼事業者（フロン類回収業者）情報」に
表示された内容について確認します。

1

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

「３.修正対象車台の一覧」に、修正依頼元のフロン類
回収業者へ引渡報告を行い、当該フロン類回収業者が
引取報告を行った、使用済自動車の一覧が表示されて
います。その中からフロン類種別の修正を行う車台を
選択し、「修正申請対象選択」欄の ボタン
をクリックします。

ステップ1

1 選択

⇒ ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの申請（JPCS1823）」画面
が表示されます。

1 選択

• 修正依頼があったフロン類回収業者の確認。
• フロン類種別を修正する使用済自動車の車台

番号、およびフロン類種別の確認。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

３）情報管理センターへの修正申請

修正前と修正後のフロン類種別を確認したうえで、
情報管理センターに修正申請します。

（Ⅰ）画面

確認ポイント

「情報管理センターへの申請（JPCS1823）」画面
であることと、「２.依頼事業者（フロン類回収業
者）情報」に表示された内容について確認します。

修正前と修正後のフロン類種別の確認。
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2
1

※
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～4＞

「３.修正対象車台情報」にフロン類種別を修正する
車台が表示されています。表示された内容（車台番号、
型式、車名フロン類種別）について確認します。

ステップ1 ステップ2

「４.修正理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより修正理由を
選択します。

1

※

全角100字まで
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⇒ 「フロン類種別」欄には修正する内容が表示
されます。
「修正前」と「修正後」のフロン類種別が、
修正したい内容と合致している事を確認して
ください。

⇒ 「その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。

2
1

※
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4
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

OK キャンセル

修正申請実行 を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P74参照）が表示され、フロン類装備の
有無の「実車装備情報修正の申請」が完了します。

OK2

ステップ3 ステップ4
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したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

2
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

解体業者への引渡報告済の使用済自動車について、
解体業者からエアバッグ類装備の有無の修正を依頼
された場合、依頼元の解体業者を指定したうえで、
エアバッグ類装備の有無を修正することが可能です。

１）修正依頼を受けた解体業者の指定

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で４.5 をクリックする
と、「依頼事業者の入力（JPCS1831）」画面が
表示されます。

装備修正

確認ポイント

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

「２.解体業者の指定」の 「事業所コード」欄に、
修正依頼があった解体業者の事業所コードを入力
します。

ステップ1

1

半角数字12桁

ステップ2

ボタンをクリックし修正依頼元
の 解 体 業 者 の 事 業 者 情 報 を 確 認 し た う え で 、

ボタンをクリックします。

2

3

事業者情報表示

対象車台選択へ

事業者情報表示

対象車台選択へ

⇒ ボタンをクリックすると、
修正依頼元の解体業者の事業所情報が表示され
ます。表示内容（事業者／事業所名、郵便番号、
所在地、電話番号）を確認してください。

⇒ ボタンをクリックすると、
「対象車台の選択（JPCS1832）」画面が
表示されます。

2

3

• 修正依頼があった解体業者の確認。
• エアバッグ類装備の有無の修正を行う使用済

自動車の車台番号の確認。
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入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

3

1 2
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（２）解体業者からの依頼によるエアバッグ類装備の有無の修正



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２）修正対象車台の選択

（Ⅰ）画面

「対象車台の選択（JPCS1832）」画面に表示され
ている「２.依頼事業者（解体業者）情報」の内容に
ついて確認します。

確認ポイント

1

ステップ1

「３.修正対象車台の一覧」に、自社で修正依頼元の
解体業者へ引渡報告を行った、使用済自動車の一覧
が表示されています。
その中からエアバッグ類の有無の修正を行う車台を
選択し、該当車台の「エアバッグ類装備」を確認した
うえで、「修正申請対象選択」欄の ボタン
をクリックします。

1 選択

1 選択

• 修正依頼があった解体業者の確認。
• エアバッグ類装備の有無を修正する使用済

自動車の車台番号の確認。
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⇒ ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの申請（JPCS1833）」画面
が表示されます。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

３）情報管理センターへの修正申請

修正前と修正後のエアバッグ類装備の有無を確認した
うえで、情報管理センターに修正申請します。

（Ⅰ）画面

確認ポイント

「情報管理センターへの申請（JPCS1833）」画面
であることと、「２.依頼事業者（解体業者）情報」
に
表示された内容について確認します。

• エアバッグ類装備の有無の修正を行う、使用
済自動車の車台番号の確認。

• エアバッグ類の装備情報の修正理由を情報
管理センターに報告する。

168

2
1

※
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

⇒ 「その他」を選択した場合は、 に具体的な
理由を入力してください。

「３.修正対象車台情報」にエアバッグ類装備の有無
を修正する車台が表示されています。表示された内容
（車台番号、型式、車名、エアバッグ類装備）につい
て確認します。

ステップ1 ステップ2

「４.修正理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより修正理由を
選択します。

1

※

全角100字まで

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～４＞

⇒ 「エアバッグ類装備」欄には修正する内容が
表示されます。「修正前」と「修正後」のエア
バッグ類装備が、修正したい内容と合致して
いる事を確認してください。
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1
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

OK キャンセル

修正申請実行 を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P84参照）が表示され、エアバッグ類装備の
有無の「実車装備情報修正の申請」が完了します。

OK2

ステップ3 ステップ4
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色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

2
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

自社で引取報告を行った車台についてフロン類、エア
バッグ類の追加預託が必要な装備情報の修正を以下の
手順で行います。

１）修正対象車台の選択

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で４.６ をクリックする
と 、 「 検 索 条 件 入 力 （ JPCS1901 ） 」 画 面 が
表示されます。

装備修正

８.３ 装備（フロン類、エアバッグ類）の追加預託が必要な装備修正

1 ３
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（1）フロン類、エアバッグ類の装備情報の修正

ステップ1

「２.検索条件入力」に、入力項目が表示されています。
その中から適切な 検索条件を選択します。 次に
車台番号等を入力し、 ボタンを
クリックします。

３ 対象車台検索

⇒ ボタンをクリックすると、
検索結果（JPCS1902 ）」画面が表示
されます。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

２

1 ２

３ 対象車台検索

確認ポイント

• 自社で引取報告を実施した車台のみ検索可能
です。



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

２）対象車台の選択

（Ⅰ）画面

「検索結果（JPCS1902）」画面に表示されている
車台を選択します。

1

ステップ1

「２.修正対象車台」に、検索結果が表示されています。
その中からフロン類・エアバッグ類の有無の修正を
行う車台を選択し、「対象車台選択」欄の
ボタンをクリックします。

1 選択

1 選択
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⇒ ボタンをクリックすると、「申請書
出力（JPCS1903）」画面が表示されます。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

３）申請書出力

（Ⅰ）画面

「申請書出力（JPCS1903）」画面が表示されてい
ます。

確認ポイント

1

ステップ1

「２.修正対象車台」に、検索結果が表示されています。
ボタンをクリックします。

1

1 申請書出力

• 申請書一式と車検証等マニフェスト発行取消
申請に必要な書類をまとめ、コンタクトセン
ターへ送付します。
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⇒ ボタンをクリックすると、
マニフェスト発行取消しに必要な書類一式
が出力されます。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

第 章 使用済自動車引取時以外の
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申請書出力



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅲ）その他

• 実車装備情報のエアバッグ類装備の有無の
修正は、引取業者からの申請後、情報管理
センターで修正を行います。

• 情報管理センターでの修正完了後、移動報告
が再開できますが、翌日となる場合があり
ます。

• エアバッグ類装備の有無の修正は、まず自社
による次工程の事業者への使用済自動車の
引渡報告を取り消した後、「8.1自社による引
渡報告前の修正（3）エアバッグ類装備の有無
の 修 正 」 に 記 載 さ れ て い る 手 順 で 修 正
してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

自社での作業３

情報管理センターでの作業２

引渡報告の取消申請

電子マニフェストによる
正しい引渡報告の実施

９. その他

電子マニフェストシステムによる次事業者への引渡
報告の取消しを行う場合について説明します。

自社での確認・作業１

引渡先から引渡報告の
取消しを依頼された時

引渡先への引渡報告を
取り消す旨を連絡

引渡報告の取消申請
の確認

引渡報告の取消申請
の受理

引渡報告を実施して
いない状態に戻します

車台の移動報告

〈引渡報告取消申請の流れ〉
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９.１ 引渡報告の取消申請



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章
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【引渡報告取消時の留意点】

引渡報告の取消しができるのは、次の事業者が該当
車台の引取報告を行っていないことが前提となります。
次の事業者が引取報告済みの場合は引取報告を取消
してはじめて、その前の引渡報告が可能となります。

引渡報告の取消申請中は、該当車台の移動報告はでき
ません。

※ 情報管理センターでの処理完了後に「移動報告」が再開
できますが、翌日となる場合があります。

※ 取消しが実行されると、移動報告が元の状態に戻ります
のでご確認ください。

例えば

・廃車するつもりのない車両のマニフェストを発行してしまった時。
・車台番号等に間違いがないのにマニフェストを発行できない時。
・車両装備の有無が合っておらず、「装備情報修正」でも修正できない時。

・マニフェストが実車と合っていない。
・マニフェストが来ていても実車が来ない。実車が来ていてもマニフェストが来ない。
・フロン類・エアバッグ類の装備有無が合っていない。「あり」→ 「なし」への変更であり

修正可能な場合。
・フロン類、エアバッグ類の装備有無が合っていない。「追加預託」が必要な車台な場合。

下記のような場合は、後工程の方より引取工程の方にお問い合わせが来ることが想定されます。

上記以外の移動報告の取消に関するご質問等は「引取業者の方」が代表してお問い合わせください。

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

自動車リサイクルコンタクトセンター

050‐3786‐7755

移動報告の取消しに関する質問・電子マニフェストの発行に関してのお問い合わせ先



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

対象車台選択／
情報管理センター申請

対象車台選択／
情報管理センター申請

フロン類回収業者に
引き渡した場合

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

5.1 取消

解体業者に
引き渡した場合

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

5.2 取消

例１）

自社において次工程の事業者
に引き渡した車台と異なった
情報の引渡報告をしたことが
判明した時

例３）

次工程の事業者において、自
社の引渡報告が誤りであった
ことが判明した時

例２）

自社において車台を引き渡し
た事業者と異なる事業者に
引渡報告をしたことが判明
した時

次工程の事業者が引取報告を
していないことを確認した
うえで、引渡報告の取消申請
を行い、あらためて正しい
引渡報告を行ってください

次工程の事業者からの取消
依頼の理由を確認したうえで、
引渡報告の取消申請を行って
ください

次工程の事業者が引取報告を
していないことを確認した
うえで、引渡報告の取消申請
を行ってください

※ 引き渡した車台が間違っていた場合は、誤って引き渡し
た車台を引き取って正しい実車を引き渡すようにしてく
ださい。
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第 章 使用済自動車引取時以外の

電子マニフェストシステムの具体的利用方法
4

９.  その他

９.２ 使用済自動車の引渡報告の取消申請を行う場合

178ページ参照 181ページ参照



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（１）フロン類回収業者への使用済自動車引渡報告の取消申請

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で５.１ ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／情報管理センター申請
（JPCS1220）」画面が表示されます。

確認ポイント誤った使用済自動車の引渡報告を行ってしまった場合、
引渡報告の取消しを行います。使用済自動車の引渡
報告の取消しを行う車台を選択し、報告を取消します。

※ 使用済自動車の引渡報告の取消しができるのは
フロン類回収業者が引取報告を行っていないことが
前提です。

取消

2

操作ポイント

• 取消すべき引渡報告であることの再確認。
• フロン類回収業者が、該当車両の引取報告を

行っていないことの確認。

• 取消理由を選択・入力します。
• 引渡報告の取消しを行う車台を選択し、報告

を取消します。

178

1
※

第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4

９.  その他



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ステップ1 ステップ2

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより取消理由を
選択します。

1

※

全角100字まで

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～４＞

「３.取消対象車台の一覧」に、フロン類回収業者へ
の引渡報告を行った車台の一覧が表示されています。
車台の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
車台番号、型式、車名、フロン類種別）を確認し、
引渡報 告を取 り消 す車 台の ボ タン を
クリックしてください。

2 申請

179

⇒ 「その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。

2

1
※
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電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4

９.  その他



第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ボタンをクリックすると、2

ステップ3

申請

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

2

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P84参照）が表示され、引取業者の「フロン
類回収業者への引渡報告の取消申請」が完了します。

OK

ステップ4

180

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（２）解体業者への使用済自動車引渡報告の取消申請

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で５.２ ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／情報管理センター申請
（JPCS1230）」画面が表示されます。

誤った使用済自動車の引渡報告を行ってしまった場合、
引渡報告の取消しを行います。使用済自動車の引渡
報告の取消しを行う車台を選択し、報告を取消します。

※ 使用済自動車の引渡報告の取消しができるのは解体
業者が引取報告を行っていないことが前提です。

取消 操作ポイント

確認ポイント

• 取消理由を選択・入力します。
• 引渡報告の取消しを行う車台を選択し、報告

を取消します。

• 取消すべき引渡報告であることの再確認。
• 解体業者が、該当車両の引取報告を行って

いないことの確認。

181
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～４＞

ステップ1 ステップ2

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックしてリストより取消理由を
選択します。

1

※

全角100字まで

「３.取消対象車台の一覧」に、解体業者への引渡報
告を行った車台の一覧が表示されています。
車台の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
車台番号、型式、車名）を確認し、引渡報告を取り消
す車台の ボタンをクリックしてください。2 申請

182

⇒ 「その他」を選択した場合は、 に具体的な
理由を入力してください。

2

1
※
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第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

ボタンをクリックすると、2

ステップ3

申請

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を選択
します。

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P84参照）が表示され、引取業者の「解体業
者への引渡報告の取消申請」が完了します。

OK

ステップ4

183

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK

2

1
※

第 章 使用済自動車引取時以外の
電子マニフェストシステムの具体的利用方法

4
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資金管理システム



185



186



187

半角英数８字以上３４字まで



188



189



190

半角英数８字以上３４字まで



191



192



193

ABC88-01203405

ABC-1245

041000556678    

HFC 



194

•

•

ABC88-01203405

ABC-1245

041000556678    

HFC 



195

•

•

•

ABC88-01203405

ABC-1245

041000556678    

HFC 



196

•

•

ABC88-01203405

ABC-1245

041000556678    

HFC 



197

ABC88-01203405

ABC-1245

041000556678    

HFC 

•

•



198

半角／全角200字まで

半角／全角200字まで

ABC88-01203405

ABC-1245

041000556678    



199

•



200

• •



201

• •



202



203



204

•

•

•



205



206



207



208



209

•

•



210



211



212



213

●●●ABC-12345ABC12-12345987   （株）○●◎リサイクル

○△□LKJ-12345（株）○●◎リサイクル LKJ990-10203045 

123453000104     株式会社 ○△□◇自動車

◇◇◇

△△△

OPQ987-654123   

ZZA-12345ZZA69-008712345

OPQ-123   
（株）○●◎リサイクル 品川営
業所

（株）○●◎リサイクル 大宮営
業所

□□□RFV-12345RFV55-15151515  
（株）○●◎リサイクル 東京営

業所



214

●●●ABC-12345ABC12-12345987   （株）○●◎リサイクル

○△□LKJ-12345（株）○●◎リサイクル LKJ990-10203045 

◇◇◇

△△△

OPQ987-654123   

ZZA-12345ZZA69-008712345

OPQ-123   
（株）○●◎リサイクル 品川営

業所

（株）○●◎リサイクル 大宮営

業所

□□□RFV-12345RFV55-15151515  
（株）○●◎リサイクル 東京営
業所



215



216



217

•

•



218



219



220



221



222



223



224



225



226



227



228

•

•



229



230

•



231

•

•

•



232



233

⚫

⚫



234

変更事由の

発生

申込書

ダウンロード

リサイクルシステム画面より変更申請

(郵送料不要・短時間で変更可)

変更申込書

作成

変更

完了

〒

事業者
：電子 ：郵送

自動車リサイクル

コンタクトセンター



235

〇△□自動車

123456780102



236



237237

車 利差子

クルマ リサコ

車 譜論

クルマ フロン

ＯＫ



238238

•



239



240



241



242



243



244



Japan Automobile Recycling Promotion Center
〒105-0012   東京都港区芝大門1-1-30 日本自動車会館

https://www.jarc.or.jp

公益財団法人 自動車リサイクル促進センター

自動車リサイクルシステムに関するお問合せ先

よくあるご質問や自動チャットで解決できなかった場合
自動車リサイクルコンタクトセンターにお問い合せください

電話：050-3786-7755
受付時間 9:00～18:00（土日祝日・年末年始等を除く）

自動チャットによるお問合せ
自動車リサイクルシステムホームページのTOPページ右下の

「チャットを開始する」をクリックすると起動します（以下をクリック）
自動車リサイクルシステム (jars.gr.jp)

受付時間 24時間365日いつでも利用可能

よくあるご質問
自動車リサイクルシステムホームページのTOPページ右上又は中段に
「よくあるご質問ページ」の入り口がございます（以下をクリック）

ht. 「よくあるご質問 | 自動車リサイクルシステム (jars.gr.jp)
受付時間 24時間365日いつでも利用可能

http://www.jars.gr.jp/
http://www.jars.gr.jp/faq/exfq0200.html
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